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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蠍
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

幕
藩
体
制
は
宝
暦
・
天
明
期
以
降
に
次
第
に
そ
の
構
造
的
矛
盾
が
顕
在
化
し
て
く
る
。
宝
暦
・
天
明
期
は
、
階
級
闘
争
が
広
域
闘
争
と

し
て
展
開
し
た
の
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
農
民
層
内
部
に
諸
矛
盾
を
か
か
え
な
が
ら
も
、
支
配
階
級
に
対
し
て
農
民
層
は
一
応
の
結
束

を
示
し
て
そ
の
運
動
を
展
開
し
た
。
支
配
体
制
の
手
直
し
の
た
め
の
藩
政
改
革
が
多
少
の
時
期
的
相
違
が
あ
っ
て
も
、
数
多
く
の
藩
で
こ

の
期
に
行
な
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
農
民
闘
争
に
あ
ら
わ
れ
た
構
造
的
矛
盾
の
所
産
に
外
か
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
宝
暦
・
天
明
期
に
行
な
わ
れ
た
藩
政
改
革
は
、
年
貢
徴
収
様
式
・
領
主
的
商
品
流
通
・
郷
村
政
策
な
ど
従
来
の
支
配
体
制

を
支
え
て
い
た
基
本
的
な
諸
問
題
全
般
に
わ
た
る
手
直
し
が
な
さ
れ
た
。
鎖
国
と
石
高
制
に
基
づ
く
幕
藩
体
制
に
お
い
て
、
宝
暦
・
天
明

期
以
降
は
、
藩
財
政
が
徴
収
さ
れ
た
年
貢
量
の
み
で
は
維
持
し
に
く
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
こ
の
期
の
藩
政
改
革
を
経
済
政
策
の
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面
の
み
に
限
定
し
て
み
た
場
合
、
そ
れ
は
本
百
姓
体
制
の
維
持
を
基
調
と
し
な
が
ら
も
、
領
国
経
済
体
制
の
自
立
的
再
生
産
基
盤
の
維
持
を

は
か
る
こ
と
に
主
点
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
領
主
的
商
品
流
通
に
お
い
て
も
、
大
阪
を
巾
心
と
す
る
商
品
流
通
機
構
を
前
提
と
し

な
が
ら
も
、
領
国
経
済
の
自
立
的
再
生
産
基
盤
の
育
成
と
い
う
こ
と
か
ら
、
大
坂
市
場
か
ら
の
相
対
的
自
立
化
が
も
く
ろ
ま
れ
て
い
た
。
ま

た
そ
れ
を
支
え
る
た
め
の
殖
産
興
業
政
策
も
上
方
の
技
術
の
導
入
を
行
な
っ
て
、
領
国
経
済
の
繁
栄
を
は
か
る
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
宝
暦
・
天
明
期
に
お
け
る
藩
政
改
革
は
累
積
し
て
恙
た
諸
矛
盾
の
解
決
を
出
来
ず
、
更
に
化
政
期
か
ら
天
保
期
に
至

っ
て
矛
眉
は
一
圏
激
化
し
て
く
る
。
こ
の
た
め
、
天
保
期
以
降
に
お
け
る
藩
政
改
革
の
基
調
は
、
木
百
姓
体
制
維
持
を
前
提
と
し
な
が
ら

も
、
経
済
政
策
の
側
面
に
お
い
て
は
、
領
国
経
済
の
自
立
的
再
生
産
基
盤
の
育
成
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
一
定
化
し
て
恙
た
封
建
年
貢

を
補
な
い
、
藩
財
政
の
収
入
増
加
を
め
ざ
す
い
わ
ば
特
産
物
販
売
を
中
心
と
す
る
政
策
が
主
体
と
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
産
物
会
所
方
式

を
由
心
と
す
る
政
策
体
系
で
あ
る
。
藩
札
を
発
行
し
、
そ
れ
で
領
内
特
産
物
の
胴
達
を
行
な
い
、
領
外
に
販
売
し
て
、
正
貨
を
獲
得
す
る

専
売
政
策
が
西
南
諸
藩
の
場
合
に
は
、
強
力
に
展
開
さ
れ
て
く
る
。
こ
れ
は
発
展
し
て
き
た
股
民
的
商
品
生
産
に
対
す
る
領
主
的
対
応
で

も
あ
る
。
こ
の
領
主
的
対
応
に
よ
っ
て
、
農
民
層
内
部
に
も
対
立
が
激
化
し
、
村
方
國
動
が
顕
在
化
し
て
く
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
本
論
で
は
、
天
保
期
か
ら
嘉
永
期
に
限
定
し
て
対
馬
藩
田
代
領
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
ろ
。

田
代
領
に
お
い
て
は
、
幕
府
代
官
所
が
あ
る
日
田
の
商
人
資
本
の
介
在
に
よ
っ
て
、
銀
札
の
発
行
や
生
蠍
会
所
（
生
螺
座
）
の
連
営
が
な

(
1
)
 

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
―
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
に
、
日
田
商
人
資
本
の
介
入
の
経
緯
と
そ
の
機
能
を
中
心
と
し
な
が

ら
考
察
し
て
み
よ
う
。

註
い
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
、
生
蛾
会
所
の
分
析
に
は
つ
ぎ
の
も
の
が
あ
る
。
作
遁
洋
太
郎
「
対
馬
藩
田
代
伽
に
お
け
る
生
蛾
会
所
の
経
営
」
（
大
阪

大
学
「
経
済
学
研
究
」
一
巻
一
一
号
）
、
同
「
近
世
に
お
け
る
銀
札
の
性
格
ー
対
馬
藩
田
代
領
の
研
究
」
（
大
阪
大
学
「
経
済
学
研
究
」
二
巻
一
号
）
、

同
著
「
日
本
貨
幣
金
融
史
の
研
究
」
第
五
章
、
近
棋
流
通
狼
占
の
発
展
と
信
用
通
貨
の
展
聞
ー
対
馬
藩
田
代
領
の
場
合
、
長
忠
生
著
「
西
杢
末
田
代
頷

政
争
の
研
究
ー
仙
八
さ
ん
騒
動
の
顕
末
ー
」
（
「
鳥
栖
市
史
研
究
編
」
第
一
一
集
）
な
ど
で
あ
る
。

対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蛾
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）
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対
馬
藩
と
田
代
領

(
1
)
 

対
馬
藩
に
肥
前
田
代
領
が
宛
行
わ
れ
た
の
は
慶
長
四
年
で
あ
る
。
そ
の
折
の
田
代
領
は
基
難
一
郡
と
養
父
半
郡
の
宛
行
で
あ
っ
た
。
慶

(
2
)
 

長
十
年
に
検
地
を
行
な
い
阿
検
高
は
一
万
七
千
八
百
七
十
五
石
と
な
る
が
、
朝
鮮
問
題
に
お
け
る
国
書
改
稟
と
関
連
し
て
著
名
な
柳
JI

(
3
)

（

4
)
 

事
件
に
よ
っ
て
、
寛
永
十
二
年
に
田
代
領
の
一
部
（
園
部
村
）
が
幕
領
化
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
正
徳
元
年
に
は
再
び
対
馬
藩
に
宛
行

(

5

)

(

6

)

 

わ
れ
る
。
そ
し
て
、
田
代
領
の
公
称
石
高
は
、
正
儲
元
年
の
判
物
で
一
万
三
千
四
百
石
余
に
な
る
。
そ
し
て
、
以
後
廃
藩
協
県
ま
で
対
馬

藩
に
、
田
代
領
は
宛
行
わ
れ
て
い
た
。

(
7
)
 

対
馬
藩
は
、
田
代
領
に
対
し
て
、
寛
永
十
二
年
か
ら
直
代
官
・
同
佐
役
を
派
遣
し
て
、
田
代
領
の
支
配
を
行
な
っ
て
蓉
た
。
代
官
に
は
、

対
馬
藩
の
府
中
士
の
中
で
一
五

0
石
格
の
巾
士
が
脈
追
さ
れ
、
そ
の
任
期
は
二
年
か
ら
三
年
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
代
官
・
佐
役
の
外
に
も
対

馬
か
ら
は
足
軽
も
派
遣
さ
れ
た
が
、
そ
の
人
数
は
余
り
多
く
な
く
、
正
保
元
年
ご
ろ
に
は
四

0
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
田
代

鋲
の
支
配
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
田
代
領
内
か
ら
人
材
を
選
び
、
代
官
所
支
配
に
あ
づ
か
ら
す
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
手
代
と

呼
ば
れ
る
階
層
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
謄
が
田
代
領
行
政
の
中
心
的
存
在
と
な
る
。
こ
の
手
代
の
外
に
献
金
や
功
労
な
ど
に
よ

っ
て
扶
持
が
与
え
ら
れ
る
扶
持
人
廣
が
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
代
官
・
佐
役
・
足
軽
・
手
代
・
扶
持
人
層
を
含
め
て
、
そ
の
数
は
田
代
領
の
人
口
梢
成
で
は
少
な
く
、
天
保
九
年
で
は
、

(
9
)
 

総
人
口
約
ニ
カ
四
千
七
百
余
人
の
な
か
で
、
支
配
層
は
二
六
四
人
し
か
お
ら
づ
、
代
官
所
支
配
の
弱
点
を
一
面
で
は
内
包
し
て
い
た
。

対
馬
藩
財
政
に
と
っ
て
、
田
代
領
は
、
朝
鮒
貿
易
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
段
階
で
は
、
左
程
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
な
か
っ
た
。

朝
鮮
貿
易
が
衰
微
し
て
き
た
時
期
で
あ
る
元
禄
十
一
年
の
対
馬
藩
財
政
の
収
入
内
訳
を
示
め
す
と
表
I
の
よ
う
で
あ
る
。
朝
鮮
貿
易
利
潤

千
五
百
三
十
貫
に
対
し
て
、
田
代
領
か
ら
の
物
成
米
収
入
は
五
八
二
貫
余
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
場
合
の
朝
鮮
貿
易
和
潤
は
輸
出

(10) 

利
潤
た
け
が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
、
輸
入
品
の
国
内
販
売
利
潤
四
千
七
五
十
七
貫
を
加
え
る
と
朝
鮮
貿
易
の
利
潤
は
更
に
増
え
る
。

対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
•
生
蠍
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）
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置
つ
け
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
元
禄
十
二
年
に
田
代
領
は
検
見
制
か
ら
定

免
制
に
な
り
、
そ
の
物
成
は
六
千
五
百
石
余
に
一
定
化
さ
れ

5
6
し
た
が

っ
て
、
本
途
物
成
に
対
す
る
収
奪
は
一
定
の
限
界
を
持
た
ざ
る
を
え
な
く

な
る
が
、
賦
課
金
の
徴
収
に
よ
っ
て
補
な
っ
て
い
っ
て
い
る
。
元
禄
十
年
に

は
朝
鮮
信
使
来
聘
の
折
に
必
要
な
費
用
を
調
達
す
る
た
め
、
対
馬
藩
は
田

代
領
の
領
民
に
対
し
て
銀
二
百
貫
を
五
年
賦
払
で
藩
の
借
人
れ
と
い
う
条
件
で
調
達
す
る
こ
と
を
求
め
て
恙
臣
5

享
保
五
年
に
は
郷
村
の

(13) 

救
済
費
と
い
う
名
目
で
銀
七
百
貫
を
調
逹
す
る
こ
と
を
命
じ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
賦
課
の
徴
収
も
、
さ
き
の
田

代
領
に
お
け
る
郷
村
支
配
の
構
造
か
ら
限
界
が
あ
り
、
こ
こ
に
、
領
内
の
富
農
・
富
商
を
積
栂
的
に
活
用
す
る
政
策
が
と
ら
れ
る
よ
う
に

一
端
と
し
て
、

皿
山
仕
法
（
焼
物
仕
空
）

な
る
。
天
明
期
が
ほ
ぽ
こ
の
政
策
が
実
施
さ
れ
た
最
初
の
段
階
に
当
る
。

天
明
期
に
は
、
対
馬
藩
で
も
藩
財
政
改
善
の
た
め
倹
約
を
主
休
と
し
た
藩
政
改
革
が
実
施
さ
れ
る
か
、
田
代
領
は
、
こ
の
藩
政
改
革
の

(14) 

の
殖
産
興
業
政
策
が
と
ら
れ
る
。
こ
れ
は
肥
前
伊
万
里
か
ら
陶
器
職
人
を
招
恙
焼
物
技
術
を

田
代
領
は
、
朝
鮮
貿
易
の
衰
微
以
降
は
対
馬
藩
に
と
っ
て
も
重
要
な
位

対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蛾
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

し
た
が
っ
て
、
朝
鮮
貿
易
が
衰
え
て
き
た
段
階
に
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ほ
ど

の
貿
易
利
益
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
馬
藩
財
政
は
朝
鮮
貿
易
に
よ

ら
、
朝
鮮
貿
易
は
宝
氷
期
以
降
は
次
第
に
お
と
ろ
へ
て
、
対
馬
藩
は
財
政

的
に
量
大
な
危
機
に
直
面
す
る
。
こ
れ
は
幕
府
か
ら
の
援
助
を
獲
得
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
一
応
藩
財
政
は
維
持
さ
れ
る
が
、
こ
れ
の
み
で
は
賄
な
え

づ
、
多
額
の
藩
債
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

っ
て
、

こ
の
段
階
で
は
維
持
さ
れ
て
い
た
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が

表 ー 対馬藩元禄11年収入内訳

9 •一

銀高 l 内 訳

銀 153貫 40目 七郷御物成井役銀給人間銀J::納之分

同 2 80 し 浅海井海虫之者月肴上納之分

同 582 540 田代御物成J::納之分

同 376 400 御送使御所務之分

同 276 740 御送使方二而御利潤分

同 61 390 諸方臨時御所務之分

同1,530 20 御元方役御商売御利潤之分

し 同 74 360 諸方拝借銀J::納御蔵入之分

合銀3,056 570 I 
注 「元禄十一戌寅年中賭方御算用相極御所務井御入目

銀大租」より作成
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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
螺
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

伝
習
し
て
、
陶
器
の
販
売
で
藩
財
政
を
潤
わ
す
計
画
で
あ
っ
た
が
、
天
明
期
に
は
職
人
招
聘
の
困
難
な
ど
か
ら
、
藩
営
と
し
て
は
行
な
わ

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
対
馬
藩
は
田
代
領
内
の
富
商
を
用
達
に
任
名
し
て
、

れ
な
か
っ
た
。

そ
の
財
力
の
活
用
を
は
か
る
よ
う
に
な
る
。

註

0

「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
第
三
輯

①
「
田
代
覚
書
」
鳥
栖
市
田
代
町
門
司
貞
男
氏
蔵

③
対
馬
藩
に
対
す
る
幕
府
の
知
行
宛
行
状
に
は
、
対
馬
の
木
庭
作
に
象
徴
さ
れ
る
低
生
産
性
の
た
め
に
対
馬
に
つ
い
て
は
石
高
の
記
載
が
な
い
。
な
お

慶
長
四
年
の
田
代
領
宛
行
の
折
の
石
高
は
一
万
石
余
で
あ
る
。
慶
長
十
年
1

一
月
に
高
二
千
八
百
石
が
加
増
さ
れ
る
が
、
同
年
十
月
に
柳
川
調
信
に
千

石
を
割
い
て
宛
行
う
こ
と
が
指
示
さ
れ
、
園
部
村
が
柳
川
氏
の
所
領
と
な
る
。
こ
こ
に
柳
川
事
件
の
発
端
の
一
因
が
あ
る
。
「
改
定
史
籍
集
覧
第
十

六
冊
別
記
類
第
五
」

0

「
大
猷
院
殿
御
実
記
巻
廿
七
」
、
「
改
定
史
籍
集
覧
第
十
六
冊
別
記
類
第
五
」

伺
「
園
部
村
請
取
記
録
」
万
松
院
文
庫
蔵
、
「
基
養
精
細
録
」

門
対
馬
国
領
対
馬
一
州
之
地
、
肥
前
国
基
雛
郡
井
養
父
郡
中
拾
箇
村
等
地
都
合
壱
万
三
千
四
百
石
余
事
畔
暉
虹
、
且
依
前
代
之
旧
規
庫
麟
尋
麟
砺
芍

且
為
当
時
之
新
恩
暉
這
〗
訊
声
紅
宛
行
之
証
宜
有
領
知
之
状
如
件

正
徳
1

一
年
四
月
十
一
日
家
宣
公
御
判

「
基
養
精
細
録
」

り
「
基
雛
養
父
代
官
役
勤
之
帳
」
、
「
田
代
代
官
記
」
万
松
院
文
庫
蔵

⑧
「
新
対
馬
島
誌
」
三
五
九
頁
⑨
「
巡
見
上
使
記
録
」
万
松
院
文
庫
蔵

⑩
田
代
和
生
「
近
世
対
馬
藩
に
お
け
る
日
鮮
貿
易
の
一
考
察
」
（
「
日
本
歴
史
」
1

一
六
八
号
）

⑩
「
基
雛
養
父
定
免
記
」
、
「
園
部
村
定
免
記
」
、
「
三
郷
田
畠
向
上
免
帳
」
、
「
上
郷
村
々
並
定
免
帳
」
万
松
院
文
庫
蔵

⑬
「
甚
雛
養
父
定
免
記
」
⑬
「
条
目
」
（
享
保
六
年
）
烏
栖
市
田
代
町
津
田
謙
荘
氏
蔵

⑲
「
田
代
皿
山
仕
立
属
候
書
物
写
」
万
松
院
文
庫
蔵

対
馬
侍
従
と
の
」
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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
•
生
蠣
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

田
代
領
御
用
達
商
の
存
在
状
況

先
述
の
よ
う
に
、
田
代
領
で
は
天
明
期
ご
ろ
か
ら
御
用
達
と
銘
を
う
っ
て
、
領
内
の
富
商
を
活
用
す
る
が
、
そ
の
経
緯
を
示
す
と
、

ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

つ

御
用
達
発
端
之
儀
ハ
、
天
明
七
未
春
賄
役
室
部
久
右
衛
門
様
御
在
勤
中
、
福
嶋
作
兵
衛
様
御
越
被
成
我
M
十
人
被
召
出
御
両
人
様
ガ
御

相
談
御
座
候
を
、
御
領
中
是
迄
究
り
候
御
用
達
茂
無
之
、
御
当
用
不
相
弁
御
手
支
二
付
、
以
来
十
人
之
面
M
ふ
引
取
御
役
所
御
当
用
差

支
無
之
通
心
配
い
た
し
呉
候
様
（
後
略
）

(
1
)
 

と
御
用
達
取
立
が
天
明
七
年
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

御
用
達
に
名
じ
ら
れ
た
十
人
は
、
梁
井
勘
治
・
酒
井
喜
右
衛
門
・
草
野
雄
介
・
荒
木
治
平
治
・
京
屋
助
右
衛
門
・
高
尾
屋
助
治
・
永
瀬

屋
喜
兵
衛
・
橋
本
屋
治
右
衛
門
•
平
尾
格
右
衛
門
・
高
田
村
曽
平
治
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
田
代
領
に
お
け
る
富
商
と
し
て
重
き
を
な
し

て
い
た
者
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
銀
札
発
行
に
関
連
す
る
よ
う
に
な
る
。

(
2
)
 

寛
政
十
年
に
は
、
更
に
御
用
達
を
四
名
増
加
し
、
都
合
十
六
人
の
御
用
達
に
銀
五
〇
貫
を
貸
し
付
け
、
一
貫
文
に
つ
き
米
三
俵
宛
の
利

息
を
年
々
取
り
立
て
る
仕
組
を
行
な
っ
て
い
る
。

(
3
)
 

文
化
期
に
入
る
と
、
藩
の
御
用
達
に
銀
調
逹
を
度
々
命
じ
る
よ
う
に
な
り
、
更
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
用
達
を
六
名
増
加
し
た
。

翌
辰
三
月
二
相
成
、
右
臨
時
御
借
銀
御
厳
達
二
付
昼
夜
心
配
い
た
し
候
得
て
も
、
十
四
人
二
而
ハ
諸
方
江
借
リ
起
シ
之
手
配
リ
行
届
不

申
此
節
六
人
相
増
候

(

4

)

 

こ
の
御
用
達
二
十
名
で
対
馬
藩
か
ら
調
達
が
求
め
ら
れ
た
銀
百
貫
を
一
人
当
り
五
貫
相
当
で
諸
口
か
ら
借
り
入
れ
調
達
を
し
た
。

御
用
達
か
ら
借
り
上
げ
た
銀
の
返
遠
を
め
ぐ
り
、
田
代
領
で
は
預
り
札
の
発
行
と
い
う
異
例
の
発
行
様
式
が
と
ら
れ
た
。
日
田
商
人
広

瀬
家
が
藩
札
の
発
行
を
引
受
け
る
ま
で
の
間
、
藩
札
の
不
安
定
性
は
絶
え
づ
問
題
と
な
る
状
況
で
あ
っ
た
が
預
り
札
の
発
行
は
つ
ぎ
の
よ
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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
•
生
螺
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

(
5
)
 

う
な
こ
と
か
ら
行
な
わ
れ
た
。

文
化
十
酉
年
札
物
一
件
発
端
之
儀
ハ
、
御
火
用
前
後
二
而
当
時
御
借
銀
御
返
下
之
期
二
も
不
被
為
至
、
御
用
逹
一
統
当
惑
仕
殊
二
其
副

大
損
毛
相
続
候
末
二
而
当
時
御
借
上
銀
全
ク
他
領
借
人
而
己
二
而
利
息
月
ミ
年
M
相
意
難
渋
差
迫
リ
、
不
得
止
事
毎
M
歎
出
候
得
共
、

叩
今
之
御
国
休
二
而
ハ
正
銀
を
以
、
御
返
下
被
成
下
候
倍
難
相
成
、
不
得
止
事
札
物
を
以
御
差
引
可
被
下
ふ
外
仕
道
無
之
趣
二
候
得
共
、

被
対
公
辺
二
候
而
ハ
容
易
二
御
取
設
ヶ
難
被
成
候
由
二
付
、
御
用
達
名
目
を
以
通
用
仕
候
ハ
、
指
而
御
差
支
之
筋
も
打
之
間
敷
と
之
御

事
二
候
間
、
積
害
等
差
出
候
得
ハ
、
先
試
と
し
て
預
り
札
通
用
御
免
被
為
仰
付
、
弐
十
人
一
統
難
有
配
当
仕
候
事

つ
ま
り
、
御
用
達
よ
り
惜
り
上
げ
た
銀
高
は
、
正
銀
で
は
返
還
で
器
づ
、
さ
り
と
て
、
藩
札
で
返
す
こ
と
も
、
幕
府
が
藩
札
の
発
行
を

き
び
し
く
制
限
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
で
き
な
い
た
め
、
用
達
名
で
札
の
発
行
を
行
な
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

預
り
札
の
発
行
は
、
用
達
の
名
前
を
書
印
し
、
そ
れ
を
各
用
達
が
発
行
し
、
札
の
引
替
は
正
銀
で
調
達
が
で
送
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
~

留
米
藩
札
で
行
な
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
兌
換
郡
伽
に
は
、
久
留
米
藩
札
を
当
て
る
と
い
う
ま
さ
に
異
例
の
措
置
で
も
っ
て
、
預
り
札
の

(
6
)
 

発
行
が
な
さ
れ
て
い
る
。

御
用
達
の
発
行
し
た
預
り
札
は
、

そ
の
限
り
に
お
い
て
は
私
札
で
あ
り
、

そ
の
流
通
度
は
御
用
逹
の
資
力
と
社
会
的
信
用
度
に
依
存
し

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
き
わ
め
て
不
安
定
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
文
化
十
一
年
六
月
に
は
、
対
馬
藩

(7) 

は
、
「
去
冬
御
免
被
仰
付
樹
候
預
り
札
之
儀
、
是
よ
り
弥
じ
之
御
品
二
被
栖
」
と
正
式
に
藩
札
と
し
て
の
取
扱
い
を
行
な
い
、
御
用
達
に

(
8
)
 

―
二
五
匁
の
銀
値
段
と
み
な
し
て
正
銀
六
〇
貫
匁
に
相
当
す
る
藩
札
を
渡
し
た
。
更
に
同
年
に
は
、
正
銀
に
し
て
四
四
貫
四
ニ
―
匁
の
も

(
9
)
 

の
を
銀
値
段
―
―
―
―
丘
文
と
し
て
百
貫
匁
の
札
を
用
達
に
出
し
た
。
こ
う
し
て
、
御
用
達
が
貨
付
け
て
い
た
貸
銀
元
利
一

0
四
貫
四
―
二
匁

(10) 

は
、
す
べ
て
藩
札
で
返
遠
し
た
。
そ
し
て
藩
札
の
引
替
準
偲
用
と
し
て
吏
に
八
五
貫
匁
の
札
が
渡
さ
れ
、
そ
れ
を
田
代
町
・
瓜
生
野
町
の

(11) 

二
ヶ
所
で
引
替
会
所
を
設
け
、
藩
札
の
流
通
と
引
替
業
務
を
行
な
っ
た
。

こ
の
藩
札
の
発
行
は
、
領
内
の
産
物
を
藩
札
で
購
入
し
、

そ
の
産
物
を
領
外
で
販
売
し
て
正
銀
を
獲
得
す
る
こ
と
に
―
つ
の
目
的
が
あ
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と
し
て
、

「
右
八
拾
五
貫
匁
之
備
札
弐
ヶ
ニ
分
ヶ
、
田
代
・
瓜
生
野
両
所
二
相
備
置
、
御
領
中
産
物
買
調
、
此
品
を
他
領
二
売
出
、

正
銀
取
入
候
積
り
二
候
処
」
と
云
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
予
期
通
り
の
成
呆
は
あ
げ
な
か
っ
た
。

（
認
）

こ
の
こ
と
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

当
領
二
不
限
近
国
何
連
茂
銀
銭
払
底
之
時
節
二
而
、
正
銀
二
相
成
候
程
之
商
ひ
も
の
愛
許
之
札
二
て
何
分
雌
買
取
、
色
々
心
配
仕
候
而

も
、
銀
取
入
之
道
届
兼
候
二
付
、
無
歩
息
二
し
て
両
町
之
商
人
江
銀
取
二
前
貸
い
た
し
、
又
ハ
油
屋
を
見
立
他
領
か
油
代
銀
取
入
候
分

全
ク
引
請
候
仕
組
之
相
談
等
仕
置
候
而
も
会
日
之
急
閻
二
合
兼
、
或
ハ
其
者
取
辻
二
相
成
間
ニ
ハ
引
替
二
参
候
者
之
被
掛
計
策
手
届
不

申
而
己
な
ら
す
、
色
ミ
之
摂
失
多
候
故
、
其
後
ハ
銘
M

二
銀
調
い
た
し
会
所
之
手
支
無
之
様
専
要
二
心
配
い
た
し
（
後
略
）

と
藩
札
で
の
産
物
買
付
が
予
期
通
り
で
送
づ
、
そ
の
た
め
、
無
利
息
で
商
人
に
貸
付
け
た
り
し
て
札
の
運
用
を
は
か
り
、
取
り
付
け
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
で
て
い
る
。

文
化
十
三
年
ま
で
に
は
、
三
一
〇
貫
匁
の
滞
札
が
発
行
さ
れ
た
が
、
多
額
の
札
発
行
は
信
用
の
低
下
を
ぎ
た
し
、
物
価
臆
貴
の
要
因
と

(14) 

も
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
四
五
貫
匁
の
札
を
引
上
げ
る
こ
と
を
行
な
っ
て
い
る
。

御
用
達
は
、
調
達
し
た
正
銀
百
貫
を
藩
札
で
も
っ
て
返
遠
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
次
第
に
差
支
え
が
生
じ
て
文
化
十
三
年
に
は
、
「
当
所

(15) 

銀
払
底
二
相
成
、
会
所
引
替
銀
僅
壱
貫
匁
丈
調
候
二
さ
ヘ
一
統
差
迫
リ
」
と
い
う
状
況
に
さ
え
な
っ
て
き
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
御
用
達
二
十
人
を
運
用
し
て
、
財
政
の
円
滑
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
政
策
も
次
第
に
支
障
が
で
き
て
き
た
。
そ
こ
で
文

政
期
に
入
る
と
、
積
極
的
な
殖
産
興
業
政
策
を
と
り
、
財
政
収
入
を
増
や
す
こ
と
が
は
か
ら
れ
る
。
こ
れ
が
幕
末
期
の
田
代
領
に
お
け
る

財
政
上
に
大
ぎ
な
問
題
を
も
た
ら
す
皿
山
仕
法
で
あ
る
。

文
政
元
年
に
対
馬
藩
は
、
朝
鮮
信
使
を
対
馬
で
接
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
と
、

(16) 

唐
津
浜
崎
な
ど
三
ヵ
所
に
石
高
一
一
万
石
の
地
を
幕
府
か
ら
宛
行
わ
れ
た
。

石
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
対
馬
藩
に
と
っ
て
は
、
田
代
領
以
上
の
土
地
が
宛
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
藩
財
政
上
に
有
利
な
機
能

っ
た
こ
と
は
、

対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
•
生
蠍
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

こ
れ
は
、

田
代
領
の
公
称
石
高
が
一
万
三
千
五
百

そ
の
経
費
を
支
弁
す
る
た
め
の
も
の
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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
•
生
蝠
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

に
も
計
両
さ
れ
た
が
、

を
も
つ
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
朝
鮮
信
使
の
対
馬
接
見
に
対
す
る
代
債
的
宛
行
で
も
あ
り
、
朝
鮮
信
使
来
島
の
折
に
は
多
額

の
支
出
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
ま
た
朝
鮮
貿
易
途
絶
に
よ
る
財
政
逼
迫
上
か
ら
も
、
二
万
石
の
所
領
宛
行
が
対
馬
藩
の
財
政
を
好
転
さ
せ

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
先
述
の
よ
う
に
収
入
増
加
を
め
ざ
す
皿
山
仕
法
が
田
代
領
で
実
施
さ
れ
る
要
因
が
あ
っ
た
。

文
政
九
年
に
、
時
の
代
官
吉
川
弾
九
郎
が
皿
山
仕
法
を
実
施
し
て
ゆ
く
。
皿
山
仕
法
は
、
天
明
期
に
対
馬
藩
が
行
な
っ
た
藩
政
改
革
の
折

そ
れ
は
藩
営
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
っ
た
が
、
そ
の
計
画
を
大
々
的
に
行
な
っ
た
の
が
、
今
度
の

皿
山
仕
法
で
あ
っ
た
。

皿
山
御
取
設
之
儀
者
、
文
政
九
戌
年
奥
御
役
古
川
弾
九
郎
殿
色
ミ
上
下
之
御
益
筋
御
心
掛
在
之
、
一
1

一
郷
農
政
庄
屋
御
呼
出
、
御
直
二
御

談
達
在
之
、
皿
山
御
存
立
こ
和
成
、
焼
物
師
・
石
絵
薬
等
大
体
心
組
出
来
、
夫
迄
ハ
手
代
巾
ニ
ハ
沙
汰
不
仕
様
御
口
留
二
相
成
居
候
得
共
、

職
人
雇
入
等
数
日

51外
候
二
付
而
ハ
、
内
ミ
ニ
而
も
手
代
役
江
申
出
不
置
候
而
ハ
不
相
済
処
ぷ
、
最
初
者
村
山
東
一
郎
御
領
産
方
加
役

被
仰
付
、
其
後
引
続
紹
方
仙
八
・
原
岡
与
一
郎
・
前
川
与
右
衛
門
四
人
共
二
加
役
二
相
成
、
其
外
在
町
役
之
内
大
庄
屋
―
―
一
人
農
政
庄
屋

其
外
共
御
領
産
下
役
二
被
仰
付
（
後
略
）

(17) 

と
、
皿
山
仕
法
が
手
代
を
始
め
、
庄
屋
層
ま
で
動
員
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

皿
山
仕
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
な
い
が
、
当
初
の
計
画
通
り
に
ゆ
か
づ
、
多
く
の
借
銀
を
残
し
な
が
ら
、
天
保
一
一
年
に
打

ち
切
ら
れ
て
い
る
。
関
係
者
は
「
天
保
二
如
年
、
皿
山
借
財
役
儀
不
相
当
之
取
計
在
之
候
と
申
ヲ
以
、
重
キ
御
叱
被
仰
付
、
吉
川
弾
九
郎

(18) 

殿
初
メ
大
小
役
M
廿
人
計
夫
ミ
御
裁
許
被
仰
付
候
事
」
と
処
分
さ
れ
た
。

こ
の
皿
山
仕
法
に
よ
っ
て
多
く
の
借
財
が
で
き
た
。
こ
の
伯
銀
の
調
逹
に
は
、
田
代
領
内
の
町
人
や
農
民
を
借
主
や
請
人
に
さ
せ
て
、

日
田
商
人
か
ら
借
入
れ
る
と
い
う
形
式
で
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
間
の
事
情
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
言
及
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

御
領
産
皿
山
御
仕
設
之
処
、
入
料
梃
太
―
―
有
之
御
料
日
田
町
人
な
銀
子
御
借
入
之
示
談
有
之
候
由
之
処
、
御
役
人
方
斗
御
名
印
二
而
ハ

取
組
難
成
、
御
釦
分
町
人
・
百
姓
名

Ell
ニ
候
ハ

A
銀
子
差
出
候
事
之
趣
二
付
、
我
ミ
中
借
主
謂
人
等
二
相
成
呉
候
ハ

A
、
返
済
方
之
義
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者
決
而
其
方
達
へ
難
題
を
懸
串
間
敷
、
返
銀
手
当
之
義
ハ
、
追
ミ
仕
法
取
設
可
申
、
我
ミ
巾
ヘ
ハ
、
為
引
当
妥
元
御
蔵
米
何
千
俵
御
証

文
御
手
代
役
御
奥
印
且
永
瀬
吉
郎
左
衛
門
・
大
庄
屋
中
御
連
印
之
御
肝
文
御
渡
（
後
略
）

(19) 

と
、
日
田
商
人
よ
り
の
借
入
に
つ
い
て
は
、
田
代
領
内
の
町
人
や
農
民
を
借
主
ま
た
は
請
人
に
し
て
、
偕
り
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
町
人

や
農
民
を
顛
迎
に
承
諾
さ
せ
て
行
な
っ
た
も
の
で
あ
り
「
何
分
二
も
右
之
御
取
組
ハ
御
用
捨
被
成
下
候
様
達
而
御
断
申
上
候
得
共
、
懸
る

(20) 

大
成
御
仕
設
之
御
勢
二
付
而
八
、
中
ミ
以
御
聞
通
氣
之
、
氣
余
儀
家
蔵
証
文
井
御
蔵
米
御
証
文
差
出
」
と
述
へ
て
い
る
よ
う
に
可
成
り
な

無
理
強
い
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
藩
側
の
借
銀
支
払
延
滞
に
よ
り
借
主
・
語
人
に
な
っ
た
町
人
や
農
民
が
日
田
商
人
に

よ
っ
て
差
押
え
を
蒙
む
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

五
月
巾
旬
日
田
酢
屋
勘
介
・
丸
屋
幸
右
衛
門
代
其
外
多
人
数
田
代
町
へ
罷
越
候
上
、
両
三
人
ツ
A

我
M
家
M

二
立
廻
、
取
替
置
候
銀
子

相
滞
居
候
二
付
、
銀
子
御
渡
無
之
候
得
ハ
、
御
詞
文
之
通
家
蔵
相
受
取
、
封
印
い
た
し
候
段
巾
渡
、
案
外
千
万
之
次
第
驚
入
申
し
、
乍

然
現
銀
我
ミ
借
取
候
金
二
而
無
之
如
同
応
対
可
仕
哉
心
遣
之
余
り
（
後
略
）

(21)

（

22) 

と
、
日
田
よ
り
の
差
押
人
が
来
領
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
「
新
証
文
御
仕
立
、
古
証
文
御
引
替
」
で
済
ま
さ
れ
て
い
る
。

皿
山
仕
法
に
よ
る
借
財
に
つ
い
て
、
そ
の
整
理
に
力
を
入
れ
た
の
が
、
日
田
商
人
広
穎
久
兵
衛
で
あ
る
。
広
顛
家
と
対
馬
藩
田
代
領
と

の
つ
な
が
り
は
、
文
化
段
階
に
は
す
で
に
あ
り
、
文
化
十
一
年
七
月
二
日
に
は
「
御
貸
附
金
二
付
、
久
兵
衛
前
名
正
蔵
江
父
三
郎
右
衛

(22) 

門
父
子
一
同
御
沙
汰
を
以
正
蔵
勤
巾
御
米
拾
弐
俵
宛
被
成
下
候
御
達
レ
書
有
之
」
と
、
対
馬
藩
へ
の
貸
付
金
を
し
て
お
り
、
ま
た
文
化
十
四

g
 

年
七
月
二
十
九
日
に
は
「
公
義
御
拝
領
米
豊
荊
中
津
二
而
御
渡
二
付
御
為
宜
差
働
候
訳
を
以
久
兵
衛
父
三
郎
右
衛
門
江
金
子
七
百
疋
被

(23) 

成
下
候
御
達
レ
書
行
之
」
と
、
対
馬
藩
の
た
め
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
が
み
ら
れ
、
単
に
貸
付
金
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
対
馬
藩
と
密
接
な

関
連
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
文
政
八
年
に
は
「
最
前
之
御
扶
持
二
三
俵
御
増
、
都
合
御
米
拾
五
俵
宛
被
成
下

候
T
、
と
、
十
五
俵
扶
持
を
う
け
る
程
度
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

皿
山
仕
法
に
お
い
て
は
、
日
田
商
人
よ
り
の
偕
入
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
広
瀬
家
は
、

対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
•
生
螺
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

そ
の
借
財
整
理
に
こ
れ
ま
た
多
大
の
努

-122-

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蠍
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

力
を
払
っ
て
い
る
。
皿
山
仕
法
が
打
ち
切
ら
れ
た
天
保
二
年
十
一
月
一
日
に
は
「
皿
山
御
借
財
筋
二
付
、
久
兵
衛
御
払
潰
之
御
主
法
御
為

(25) 

宜
差
働
候
段
御
国
許
ガ
御
沙
汰
之
訳
二
依
御
達
レ
書
有
之
」
と
、
惜
財
整
理
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
み
え
、
天
保
三
年
十
月
十
七
日
に
は

(26) 

「
御
借
銀
筋
御
為
宜
差
働
候
訳
ヲ
以
公
木
三
疋
被
成
下
之
候
御
達
レ
書
有
之
」
と
、
公
木
（
木
綿
）
三
疋
が
伯
財
整
理
の
努
力
に
対
す
る
も

(26) 

の
と
し
て
宛
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
保
六
年
十
月
八
日
に
は
「
久
兵
衛
一
生
御
米
五
伍
宛
被
成
下
候
」
と
五
俵
扶
持
が
与
え
ら
れ

て
苔
て
い
た
が
、

こ
の
よ
う
に
、
広
瀬
久
兵
衛
は
、
田
代
領
の
代
官
所
と
密
接
な
関
連
を
も
ち
、
田
代
領
の
財
政
に
大
送
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ

そ
れ
を
更
に
決
定
づ
け
た
の
が
、
銀
札
発
行
の
引
き
受
け
と
生
娠
会
所
の
連
営
で
あ
っ
た
。

註
①
「
御
用
達
発
端
井
札
物
一
件
手
覚
」
烏
栖
市
古
賀
町
原
五
郎
氏
蔵

②
増
加
さ
れ
た
も
の
は
小
森
新
右
衛
門
・
古
賀
弥
介
・
明
石
屋
与
伝
治
・
京
屋
利
介
の
四
名
で
あ
る
。

⑱
「
御
用
達
発
達
井
札
物
一
件
手
覚
」
、
ふ
え
た
の
は
橋
本
屋
次
郎
七
•
松
尾
幸
兵
衛
・
酒
見
屋
新
蔵
・
奈
良
田
次
左
衛
門
・
真
木
村
甚
八
・
橋
本
屋

佐
兵
衛
で
あ
る
。

り
「
同
年
（
文
化
五
年
…
筆
者
註
）
―
-
月
、
御
借
銀
百
貫
目
御
用
達
弐
十
人
が
御
請
申
出
、
御
当
役
様
御
請
印
被
成
下
、
一
人
前
正
銀
五
貫
目
宛
相
当

三
ロ
二
而
借
入
、
三
月
か
盆
前
迄
追
)
J

上
納
二
相
成
候
事
」
（
「
前
掲
史
料
」
）

固
「
御
用
達
発
端
井
札
物
一
件
手
党
」

（
マ
マ
）

圃
屑
冬
仕
立
之
札
を
、
我
u
名
前
書
印
斗
二
候
故
、
自
分
u
u
之
宅
二
而
引
替
遣
候
事
、
其
頃
妥
元
正
銭
必
至
度
無
之
時
節
二
候
故
、
替
リ
ニ
久
留

米
札
を
以
引
替
相
渡
候
事
」
（
「
蔀
掲
史
料
」
）

り
「
前
掲
史
料
’l

⑥
「
隣
国
迎
も
札
遣
而
己
二
候
得
は
、
矢
張
久
留
米
之
銀
直
段
二
準
シ
、
百
弐
拾
五
文
二
し
て
、
正
鋸
二
直
六
拾
貰
匁
御
内
払
と
之
御
事
二
御
座
候
」

（
「
前
掲
史
料
」
）

⑱
「
戌
冬
正
銀
四
拾
四
貫
四
百
弐
壱
匁
、
銀
直
段
百
三
拾
五
文
ニ
メ
此
代
札
百
貫
匁
御
渡
被
遊
候
、
是
迄
当
時
御
借
銀
元
利
合
百
0
四
貫
四
百
弐
拾
壱

文
全
ク
札
二
而
御
返
下
被
成
下
侯
事
」
（
「
前
掲
史
料
」
）

皿
「
右
引
替
用
と
し
て
札
七
拾
五
貫
匁
、
後
又
拾
貫
匁
作
添
、
合
八
拾
五
貫
匁
御
渡
被
遊
候
事
」

て
お
り
、
そ
の
尽
力
の
大
き
か
っ
た
こ
と
が
し
の
ば
れ
る
。

（
「
前
掲
史
料
」
）
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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
螺
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

（
「
前
掲
史
料
」
）

⑬
「
引
替
会
所
之
儀
ハ
、
田
代
町
・
瓜
生
野
町
両
所
二
而
引
替
申
候
事
」

⑫
「
前
掲
史
料
」

⑬
同
⑲

「

仕

組

之

条

l
J

一
預
リ
札
弐
百
弐
拾
五
貫
目

右
は
御
用
達
中
御
借
銀
御
返
下
之
姿
ニ
メ
通
用
差
免
被
懺
候
分

一
同
八
拾
五
貫
目

右
ハ
引
替
用
と
し
て
御
渡
被
脳
候
分

（
マ
マ
）

メ
参
百
貫
目

内
四
拾
五
貫
目

但
、
札
高
多
有
之
候
而
ハ
、
不
景
気
二
相
成
、
其
上
引
替
方
不
行
届
候
間
、
右
引
替
用
と
し
て
相
渡
置
候
内
ふ
其
節
御
用
達
之
面
M

ふ
引
揚
上
納
可
致
事

蔀
残
リ
分
弐
百
五
拾
五
貫
目
但
御
本
帳
二
写
侯
ハ
弐
百
六
拾
五
貫
匁

右
ハ
此
節
新
札
仕
立
可
申
候
分

（
「
御
書
付
写
」
文
化
十
四
年
）
原
五
郎
氏
蔵

⑱
「
御
用
達
発
端
升
札
物
一
件
手
党
」

⑯
文
化
八
年
に
対
馬
で
朝
鮮
信
使
の
聘
礼
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
幕
府
は
、
そ
の
報
い
と
し
て
文
化
十
四
年
に
肥
前
・
筑
前
・
下
野
に
寄
1

一
万
石
を
対
馬

藩
に
加
増
し
た
が
、
こ
の
折
に
は
領
地
は
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
翌
文
政
元
年
に
そ
の
領
地
が
確
定
し
た
。

「
（
前
略
）
然
は
御
手
当
被
下
置
地
方
弐
万
石
之
場
所
、
公
領
地
肥
前
国
松
浦
郡
之
内
、
筑
前
国
恰
土
郡
之
内
、
下
野
国
安
蘇
井
都
賀
郡
之
内
都
合

高
共
弐
万
八
拾
石
余
御
渡
候
段
仰
達
（
後
略
）
」
（
9

地
方
一
一
万
石
御
拝
領
記
録
」
）
万
松
院
文
麻
蔵

⑬
⑱
「
御
国
書
状
往
復
集
」
万
松
院
文
庫
蔵

⑲
図
⑳
「
御
領
産
皿
山
御
仕
設
之
処
…
」
原
五
郎
氏
蔵

図
ー
図
「
広
瀬
源
兵
衛
家
筋
二
付
、
先
年
か
追

u
御
沙
汰
兼

u
左
之
通
」
大
分
県
日
田
市
豆
田
町
広
瀬
正
男
氏
蔵
（
以
下
広
瀬
家
所
蔵
文
書
は
広
瀬
文

書
と
称
す
る
）
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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蠍
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

外
四
百
五
拾
両

百

五

拾

両

八

百

両

内

四

田
代
銀
会
所
の
様
相

天
保
十
五
年
一
月
に
広
顛
久
兵
衛
は
、
流
通
が
困
難
に
な
っ
た
田
代
銀
札
の
整
理
を
引
き
う
け
る
。
田
代
で
の
藩
札
の
発
行
は
、
先
述

の
よ
う
に
、
文
化
段
階
に
も
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
永
続
せ
づ
途
絶
え
た
よ
う
で
、
今
度
の
銀
札
は
田
代
の
富
商
荒
木
吉
次
が
引
替
元

(
1
)
 

に
な
っ
て
発
行
し
て
い
た
も
の
で
、
発
行
開
始
は
文
政
十
二
年
ご
ろ
と
み
な
さ
れ
る
。
銀
札
引
替
準
備
金
の
不
足
に
よ
っ
て
引
替
え
が
で

き
な
く
な
っ
た
荒
木
吉
次
は
広
顛
久
兵
衛
に
銀
札
発
行
の
引
き
受
け
を
依
頼
し
た
。
こ
れ
に
は
田
代
領
の
手
代
緒
方
喜
内
•
青
木
小
藤

(
2
)
 

太
・
緒
方
仙
八
・
村
山
東
一
郎
が
加
わ
り
、
広
瀕
久
兵
衛
と
種
々
折
衝
を
重
ね
、
天
保
十
五
年
一
月
に
は
、
そ
の
承
諾
を
え
る
に
至
っ
た
。

(
3
)
 

そ
し
て
、
「
当
辰
年
か
来
ル
丑
年
迄
拾
ヶ
年
之
主
向
相
立
、
年
満
之
上
、
再
興
之
基
本
相
設
」
と
い
う
こ
と
で
行
な
わ
れ
、

(

4

)

 

荒
木
吉
次
の
親
類
一
同
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
規
定
証
文
を
広
顛
久
兵
徊
に
差
し
出
し
た
。

規
定
証
文
之
事

一
銀
札
九
拾
七
貫
四
百
四
拾
目
芦
磁
屈
暉
鰭
即
呻
芦
四
分

此
引
替
千
四
百
両

当
二
月
末
が
引
替
相
始
金
子
入
用
丈
宛
之
借
用
相
応
之
利
足
相
加
致
勘
定
御
返
済
之
極

瓢
麟
翌
嗜
髯
耐
饂
翫
瓢
翡
暉
'

貸
附
口

u
取
立
、
当
四
月
限
リ
御
渡
申
候
極
、
但
御
受

取
之
上
は
相
応
之
利
足
相
加
御
勘
定
被
下
候
筈

親
類
中
借
用
之
分
、
利
足
月
五
朱
ヲ
、
年
ミ
差
出
候
極
、

元
金
は
札
物
利
益
之
内
二
而
御
手
捨
被
下
侯
筈
委
敷
は
別

紙
之
証
文
二
書
載
有
之
候

そ
の
際
、
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金
四
百
五
拾
両

大
坂
尼
崎
屋
勘
兵
衛
方
江
返
済
金
去
郊
十
二
月
か
無
利
足
五
ケ
年
賦
喪

家
御
引
受
御
返
済
之
積
御
取
扱
中
是
は
格
別
大
切
之
借
金
二
付
御
取
扱

之
通
貴
殿
御
引
受
御
懇
談
相
整
候
上
は
決
而
無
間
違
札
物
融
通
利
益
之

内
よ
り
年
M

御
払
出
し
被
下
侯
筈
、
万
一
利
益
無
之
節
八
札
物
護
通
之

内
ふ
御
払
出
被
下
候
極

広
瀕
久
兵
衛
殿

博
多
屋
鉄
之
助
殿

前
書
之
通
承
届
候
、
以
上

対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蝋
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

村

山

東

一

郎

荒

木

彦

次

印

門

司

金

十

郎

印

木

じ―フ

荒

木

繁

右

衛

門

印

荒

"

D

 

仁
一
良

E

荒

木

昌

ElJ

荒梁

木

多

ヽ
打

ノ

に

ト

勘

右
者
同
苗
吉
次
遣
出
候
札
物
不
融
通
二
付
、
今
般
御
役
所
ぷ
御
沙
汰
二
相
成
、
且
旧
来
御
懇
意
之
御
因
労
格
別
之
御
配
慮
を
以
、
融
通

方
差
支
賑
之
様
御
世
話
被
下
候
筈
二
相
成
、
親
類
中
一
統
添
奉
存
候
、
然
ル
上
者
壱
ヶ
年
限
リ
御
出
合
渡
金
差
引
御
勘
定
被
下
、
利
益

有
之
分
八
御
積
金
前
書
御
墨
附
田
地
請
戻
し
手
当
二
被
成
下
候
筈
、
万
一
札
物
不
融
通
二
て
見
込
通
利
益
熊
之
、
御
取
替
二
相
成
候
節

者
、
札
物
融
通
之
内
二
而
御
差
引
被
下
候
筈
申
極
候
処
相
違
無
御
座
候
、
伯
而
為
後
日
親
類
中
連
印
一
札
差
出
候
処
如
件

天

保

十

五

年

辰

正

月

荒

木

孫

三

郎

印

井

泊

印
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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
•
生
螺
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

こ
の
規
定
証
文
に
よ
る
と
、
九
七
貫
四
四

0
匁
の
銀
札
が
引
替
残
り
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
引
替
金
と
し
て
千
四
百
両
必
要
と
さ
れ
て

い
た
の
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
引
替
金
が
準
備
で
き
な
い
た
め
に
、
銀
札
の
流
通
が
困
難
に
な
り
、
広
顛
久
兵
衛
に
引
き
受
け
を
依
存
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
た
め
の
抵
当
し
て
、
荒
木
吉
次
の
親
類
は
八
百
両
を
田
地
で
出
し
、
一
五

0
両
を
貸
付
金
の

取
立
保
証
で
、
四
五

0
両
を
広
瀬
か
ら
の
借
用
と
い
う
形
式
で
引
替
金
の
保
証
を
し
て
い
る
。

弘
化
元
年
に
、
こ
う
し
て
田
代
領
の
銀
会
所
は
日
田
商
人
広
瀬
久
兵
衛
が
そ
の
経
営
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
田
代
代
官
所

と
広
瀬
久
兵
衛
が
従
来
密
接
な
関
連
が
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
広
瀬
久
兵
衛
か
ら
す
れ
ば
、
銀
会
所
の
経
営
を
受
け
も
つ
の
は
、
あ

く
ま
で
も
商
業
経
営
の
一
端
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
の
―
つ
は
銀
札
の
貸
付
に
よ
る
利
子
収
得
を
め
ざ
す
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
二
つ
は
銀
札
で
領
内
産
物
を
購
入
し
、
そ
れ
を
領
外
で
販
売
し
て
正
貨
を
獲
得
す
る
と
い
う
商
業
資
本
と
し
て
の
機
能
を
有
利
に
活
用

す
る
た
め
で
あ
る
。
利
子
生
み
資
本
と
し
て
ま
た
商
業
資
本
と
し
て
銀
会
所
の
機
能
を
最
大
に
発
揮
・
活
用
さ
れ
る
の
が
も
く
ろ
ま
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
発
行
す
る
銀
札
の
流
通
が
骨
滑
に
行
な
わ
れ
る
の
が
必
要
で
あ
り
、
銀
札
の
信
用
度
が
高
い
こ
と
が
肝
要

と
な
る
。
広
顛
久
兵
衛
は
銀
札
の
引
替
準
備
金
つ
ま
り
胴
金
を
十
分
に
確
保
し
、
引
替
に
応
じ
る
体
制
を
保
持
し
て
、
銀
札
の
信
用
度
の

維
持
に
つ
と
め
て
お
り
、
弘
化
元
年
か
ら
同
一
一
年
に
か
け
て
は
千
五
百
両
、
同
三
年
に
は
七
九

0
両
の
胴
金
を
準
備
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
発

(
5
)
 

行
銀
札
額
の
四

l
五
割
の
胴
金
を
そ
な
え
て
い
る
。

対
馬
藩
か
ら
す
れ
ば
、
日
田
商
人
の
関
与
に
よ
っ
て
銀
札
の
信
用
と
そ
の
流
通
手
段
・
支
払
手
段
と
し
て
の
機
能
が
高
め
ら
れ
る
の

は
、
藩
財
政
に
と
っ
て
も
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
広
瀬
久
兵
衛
の
引
き
受
け
に
よ
っ
て
、
銀
札
の
信
用
は
維
持
さ
れ
、
そ
の
機
能
も
活
用
さ
れ
た
よ
う
で
、
弘
化
四
年
に
は
、

緒 青 緒

方木方

喜 小
藤
太内

仙

I¥ 
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広
瀬
久
兵
衛
が
日
田
か
ら
準
備
し
た
胴
金
も
元
利
と
も
に
銀
会
所
か
ら
返
済
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
飯
札
の
発
行
額
も
増
加
し
、
弘
化

二
年
に
は
、
一
八
三
貫
余
、
同
三
年
八
二
貫
余
、
同
四
年
一
五
八
貫
余
と
年
々
新
札
が
発
行
さ
れ
、
弘
化
四
年
ま
で
に
は
、
銀
札
の
発
行

高
は
四
八
五
貫
余
と
な
る
。
広
瀬
久
兵
衛
が
荒
木
吉
次
よ
り
引
受
け
た
時
が
六
八
貫
目
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
七
倍
の

増
加
で
あ
り
、
日
田
商
人
の
関
与
が
い
か
に
大
き
く
銀

fLの
信
用
を
高
め
、
ま
た
藩
札
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
た
か
が
し
れ
る
。

銀
札
の
発
行
増
は
、
そ
の
後
も
行
な
わ
れ
、
嘉
永
元
年
五
八
員
、
同
二
年
二
九
二
員
余
と
新
札
が
出
さ
れ
、
嘉
永
二
年
の
銀
札
発
行

(
7
)
 

総
高
は
七
七
八
貫
余
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
銀
札
の
発
行
増
加
が
こ
の
段
陪
で
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
胴
金
が
準
備
て
き
た
か
ら
で

あ
り
、
嘉
永
―
1

一
年
に
銀
札
の
引
替
が
多
く
行
な
わ
れ
た
と
送
に
も
「
戌
年
（
嘉
永
一
1

一
年
：
．
筆
者
註
）
不
斗
隣
国
札
変
動
狂
二
付
、
会
所
両
替
大

(
8
)
 

ニ
烈
敷
相
成
候
節
、
右
預
ヶ
金
元
利
日
田
必
全
く
会
所
江
請
取
申
候
」
と
し
て
一
一
千
三
百
両
の
金
子
が
銀
札
会
所
に
整
え
ら
れ
て
い
る
。

広
瀬
久
兵
衛
の
銀
会
所
引
受
け
以
来
、
銀
札
の
通
用
が
円
滑
に
な
っ
た
嘉
永
四
年
に
、
こ
の
銀
札
と
は
別
に
瓜
生
野
札
と
呼
ば
れ
る
銀

札
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
田
代
領
瓜
生
野
町
の
富
商
が
、
壱
万
両
の
銀
札
発
行
を
認
め
る
な
ら
一
二
千
両
の
冥
加
銀
を
差
出
す
と
い
う
こ

(
9
)
．
 

と
か
ら
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
票
永
四
年
に
は
、
広
瀬
久
兵
衛
が
引
替
元
に
な
っ
て
発
行
し
た
銀
札
と
田
代
領
瓜
生
野

町
の
宮
商
が
出
し
た
銀
札
の
一
一
種
類
か
流
通
し
た
。
前
者
を
田
代
札
、
後
者
を
瓜
生
野
札
と
呼
ん
だ
が
、
瓜
生
野
札
は
引
替
銀
の
準
備
が

十
分
に
で
き
ず
、
発
行
の
翌
年
つ
ま
り
塵
永
五
年
三
月
に
は
引
替
所
は
閉
ざ
さ
れ
、
発
行
の
銀
主
は
い
づ
れ
も
閉
店
し
て
い
る
。

瓜
生
野
札
発
行
に
際
し
て
も
、
胴
金
の
必
要
性
は
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。

此
札
物
御
免
之
節
ハ
御
両
役
・
御
賄
役
。
御
改
建
方
御
役
ミ
ニ
も
御
寄
合
之
閻
二
列
座
、
御
手
代
中
四
人
江
御
寄
合
之
間
二
而
瓜
生
野

町
之
者
之
願
書
御
渡
二
而
一
廉
之
御
益
筋
申
出
候
処
、
於
御
領
中
差
支
之
有
謡
無
遠
慮
申
出
侯
様
と
之
御
事
二
付
、
引
替
胴
金
た
に
不

滞
候
得
ハ
、
御
領
害
二
相
成
候
儀
ハ
有
御
座
間
敷
と
一
同
御
答
申
候
処
、
然
ら
者
其
趣
を
以
可
致
決
評
と
て
奥
江
移
座
二
相
成
、
御
咄

合
在
之
候
上
、
又
ミ
四
人
共
罷
出
候
処
二
て
願
之
通
り
御
免
被
仰
付
候
処
、
（
後
略
）

(10) 

と
、
胴
金
の
こ
と
に
ふ
れ
て
い
る
か
、
瓜
生
野
町
の
商
人
の
資
力
で
は
、
銀
札
の
流
通
信
用
を
維
持
で
き
な
か
っ
た
。
瓜
生
野
札
は
「
一

対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
熾
会
所
と
日
田
疵
人
（
長
野
）
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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蠍
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

(11) 

完
景
気
宜
敷
、
三
千
両
者
掬
附
、
壱
万
両
も
御
益
相
立
侯
勢
二
至
候
処
」
と
、
発
行
当
所
は
流
通
し
た
が
「
引
替
相
銀
次
第
二
相
滞
、
忽

（

マ

マ

）

（

12）

不
融
通
二
成
、
引
替
会
所
之
体
、
言
語
同
断
之
振
合
二
相
成
、
隣
国
も
引
替
人
曰
ミ
多
人
数
相
集
、
手
式
二
不
及
様
罷
成
候
二
付
」
と
、

胴
金
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
に
、
流
通
不
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
瓜
生
野
札
の
取
付
は
、
田
代
札
に
も
影
響
し
た
が
、
広
瀬
久
兵
衛

(13) 

は
先
述
の
よ
う
に
胴
金
二
千
酉
三
十
両
を
準
備
し
、
引
替
に
そ
な
え
た
た
め
に
、
田
代
札
は
左
程
の
混
乱
を
生
じ
な
か
っ
た
。

瓜
生
野
札
の
状
況
か
ら
し
て
、
広
顛
久
兵
衛
が
田
代
領
の
銀
札
発
行
を
引
き
う
け
た
意
義
は
、
対
馬
藩
に
と
っ
て
は
大
き
か
っ
た
。
瓜

(14) 

生
野
札
に
つ
い
て
田
代
代
官
所
は
、
広
瀬
久
兵
衛
に
整
理
を
嘉
永
五
年
三
月
二
十
八
日
に
由
し
出
た
。
こ
の
折
、
広
顧
久
兵
衛
は
、
代

官
所
側
が
銀
札
の
流
通
に
つ
い
て
認
識
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
銀
札
流
通
に
お
け
る
必
要
な
事
項
を
示
し
、
瓜
生
野
札
の
整
理
は
引
き

う
け
な
か
っ
た
。
こ
の
折
衝
の
中
で
広
瀬
久
兵
衛
の
銀
札
に
か
ん
す
る
認
識
が
出
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
示
す
と
つ
習
の
よ
う
で
あ
る
。

札
物
之
儀
、
臀
へ
者
金
千
両
丈
可
遣
出
と
存
候
時
ハ
、
引
替
之
手
当
金
も
千
両
丈
用
意
致
置
、
遣
出
候
得
者
何
時
二
何
程
引
替
多
候
而

茂
差
支
無
之
二
付
、
札
物
も
正
金
同
様
勢
能
通
用
致
候
、
又
手
当
者
弐
三
百
両
丈
も
用
意
致
置
、
札
者
千
両
丈
も
遣
出
候
時
ハ
引
替
方

烈
敷
忽
及
差
支
侯
、
其
節
逮
敷
札
物
を
以
手
段
致
候
而
も
、
正
金
速
二
不
相
調
、
却
而
其
為
遣
出
候
礼
物
者
辿
二
立
戻
り
弥
増
し
引
替

強
ク
相
成
、
人
気
二
茂
相
障
、
終
二
者
通
用
相
止
候
手
許
備
金
之
有
氣
外
二
相
顕
候
儀
如
何
明
鎚
御
座
候
、
因
而
柳
も
軽
忽
之
取
計
候

者
難
致
侯
朽
共
、
千
両
之
備
金
致
置
、
千
両
之
札
遣
出
候
時
者
利
益
無
之
而
已
な
ら
ず
、
引
替
方
諸
雑
費
多
分
之
損
失
相
立
候
、
依
之

手
堅
過
候
而
茂
不
宜
、
又
軽
忽
之
取
計
者
猶
更
難
出
来
、
此
辺
之
懸
引
甚
心
配
事
二
而
、
備
金
入
用
之
節
者
何
時
も
速
二
相
集
不
用
之

節
ハ
備
金
に
も
相
応
之
利
足
相
加
り
仮
様
不
取
計
候
而
者
、
利
益
無
之
候
、
乍
去
其
取
計
眠
前
二
至
候
而
者
千
変
万
化
不
尽
心
力
候
而

も
不
行
届
候(15) 

と
述
へ
て
い
る
。
千
両
の
銀
札
を
発
行
す
る
場
合
に
、
千
両
の
準
備
金
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
銀
札
の
流
通
に
つ
い
て
は
心
配
は
な
い
が
、

そ
れ
で
は
別
益
が
な
く
、
諸
難
費
を
入
れ
れ
ば
か
え
っ
て
損
失
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
準
備
金
を
ど
れ
だ
け
に
し
て
お
く
か
、
ま
た
急
用
の

折
に
準
備
金
の
閲
達
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
銀
札
の
迎
用
は
手
堅
く
て
も
靴
忽
で
も
い
け
ず
、
こ
こ
に
難
し
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銀
札
五
千
両
を
貸
付
け
た
場
合
の
利
益
計
算
で
あ
る
。
月
一
歩
の
利
息
で
も
っ
て
年
間
六
百
両
の
貸
付
利
息
の
取
立
て
が
で
巻
る
。
そ

金
九
拾
両

差
引
メ
五
百
拾
両

百

弐

拾

両

内

右
五
千
両
丈
之
銀
札
貸
付
、
月
一
歩
宛
之

一
金
六
百
両
利
息
一
ケ
年
取
立
候
見
込

銀
札
五
千
両
分
貸
付
利
息
取
入
候
見
込
凡
積

対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蛾
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

(16) 

さ
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

っ
て
信
用
が
保
証
さ
れ
て
い
て
も
、

信
用
遥
責
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
最
終
的
に
は
価
値
尺
度
た
る
正
貨
の
裏
付
け
が
必
要
で
あ
る
。
強
力
な
機
関
に
よ

や
は
り
、
正
貨
の
裏
付
け
が
な
い
限
り
信
用
通
貨
の
流
通
は
支
障
を
生
づ
る
。
田
代
領
の
よ
う
に
、

強
力
な
権
力
が
な
い
場
合
に
は
、
伯
用
通
貨
に
お
け
る
経
済
法
則
は
直
接
的
に
あ
ら
わ
れ
つ
に
い
な
い
。
広
瀬
久
兵
衛
は
、

た
っ
て
、
銀
札
連
用
の
難
か
し
さ
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
胴
金
に
つ
い
て
は
、
き
わ
め
て
重
視
す
る
。
そ
れ
は
先
述
の
よ

う
に
、
銀
札
の
発
行
高
流
通
状
況
に
応
じ
て
、
常
に
胴
金
に
つ
い
て
の
手
配
を
行
な
っ
て
い
る
の
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
銀
札
の
運
用
は
広
瀬
久
兵
衛
に
と
っ
て
は
、
あ
く
ま
で
も
、
そ
の
商
業
経
営
の
一
端
で
し
か
あ
り
え
な
い
。

貨
と
し
て
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
も
、

し
た
場
合
に
、

そ
の
信
用
通
貨
の
役
割
を
活
用
す
る
た
め
で
あ
る
。(17) 

ど
の
よ
う
に
利
益
が
も
く
ろ
ま
れ
て
い
る
か
を
示
す
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

―
-
『
白
九
拾
両

右
五
千
両
之
出
札
引
替
手
当
、
正
金
凡
半
方
備
用

月
土
瓦
歩
三
厘
と
見
込
、
壱
ケ
年
之
利
息
払
出
候
分

会
所
諸
雑
用
勤
人
給
会
所
凡
積
壱
ケ
年
分

利
益
二
桓
成
候
分

こ
の
忽
識
に

い
ま
銀
札
を
利
子
生
み
資
本
と
し
て
活
用

つ
ま
り
銀
札
の
信
用
通
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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蠍
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

広

瀕

久

兵

衛

殿

の
な
か
か
ら
銀
札
に
対
す
る
胴
金
率
を
五
割
と
し
て
、

村青緒

山木方

喜
内
-

小
藤
太

東
一
郎

そ
の
胴
金
二
千
五
百
両
の
利
息
―
―
―
西
九
十
両
と
、
会
所
雑
費
・
給
金
な
ど
百
―
-
+

両
を
差
引
く
と
九
十
両
の
利
益
に
な
る
と
見
積
も
っ
て
い
る
。
銀
札
貸
付
に
よ
る
純
益
率
を
年
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
計
算
し
て
い
る
。
し

か
し
こ
の
場
合
も
、
貸
付
利
息
の
取
り
立
て
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
銀
札
発
村
・
贄
付
の
詰
雑
費
を
入
れ
る
と
先
に
計
算
し
た
以
上
に
投
用
(18) 

が
か
か
る
の
で
「
五
千
両
丈
之
利
息
金
入
手
二
相
成
候
様
取
斗
候
節
者
、
六
七
千
両
丈
も
貸
出
不
申
候
而
者
利
息
集
兼
」
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
銀
札
の
多
初
の
発
行
と
い
う
問
題
も
出
て
く
る
の
で
あ
り
、
銀
札
を
利
了
生
み
資
本
と
し
て
遮
用
し
て
ゆ
く
こ
と
に
重
点
が
お
か

れ
る
と
、
発
行
額
の
膨
張
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。
万
延
元
年
に
は
田
代
銀
会
所
の
銀
札
発
行
高
は
千
三
百
四
十
五
貫
余
と
な
っ
て

お
り
、
弘
化
元
年
の
六
八
貫
の
銀
札
高
に
対
し
て
実
に
二
十
倍
に
近
い
増
加
ぶ
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
後
述
の
よ
う
に
産
物
翼
付
資
金
と

し
て
銀
札
を
連
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
の
増
加
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
嘉
永
•
安
政
の
各
時
期
に
か
け
て
、
銀
札
の
機
能
を
大
ぎ
く
活
用

以
上
、
飯
札
の
発
行
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
銀
会
所
経
営
を
広
顧
久
兵
衛
が
引
巻
う
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
銀
札
の
発
行
・
流
通
も
円

滑
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
で
、
田
代
代
官
は
広
瀬
久
兵
衛
に
新
た
な
問
題
を
も
ち
出
す
。
そ
れ
が
生
螺
会
所
（
生
蠍
座
）
の

設
置
と
そ
の
経
営
の
広
瀬
久
兵
衛
へ
の
依
顆
問
題
で
あ
る
。
以
下
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

註
い
作
道
洋
太
郎
著
「
日
本
貨
幣
金
融
史
の
研
究
」
一
七
一
頁
、

②
「
妥
元
荒
木
吉
次
融
通
之
札
物
替
方
不
行
届
二
付
、
従
来
其
御
元
御
懇
家
之
訳
ヲ
以
、
右
札
物
其
御
地
江
御
引
請
融
通
方
之
俄
、
去
冬
以
来
右
親
類
中

か
及
御
頼
談
願
二
依
猶
役
方
か
も
及
御
示
談
候
末
、
今
度
評
儀
相
整
、
吉
次
が
銀
子
繰
出
し
方
、
別
紙
之
涌
極
害
親
類
中
か
差
出
、
就
而
者
札
物
御
引

受
之
書
付
被
差
出
致
承
知
候
、
右
之
通
を
以
、
会
所
御
取
広
議
通
方
差
支
無
之
、
領
内
安
心
二
至
候
様
、
銀
主
中
御
腿
談
御
配
慮
被
下
度
希
存
候
、

以
上
辰
正
月

し
て
ゆ
こ
う
と
し
た
の
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
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五

⑳
い
「
田
代
銀
札
引
請
発
端
」
広
瀬
文
書

固
「
弘
化
元
辰
三
月
、
前
条
同
断
銀
札
引
請
以
来
日
田
と
会
所
と
去
未
十
二
月
迄
十
六
ケ
年
之
内
、
年
ミ
出
入
算
用
諮
之
覚
」
広
瀬
文
偏

圃
ー
⑧
「
銀
会
所
一
条
二
付
願
書
」
広
瀬
文
害

切
「
瓜
生
野
札
物
之
儀
は
、
嘉
永
四
亥
年
、
瓜
生
野
町
身
元
相
応
之
者
ふ
、
銀
札
顕
通
方
御
免
仰
候
ハ
ヽ
、
冥
加
金
差
上
可
申
、
暇
万
両
之
札
御
免
被

下
候
得
は
三
千
両
丈
之
冥
加
御
取
立
二
相
成
候
主
法
二
在
」
（
「
御
国
書
状
往
復
集
」
）

⑩

i
⑬
「
御
国
書
状
往
復
集
」

⑬
「
銀
会
所
一
条
二
付
頴
書
」

⑲
「
三
月
廿
八
日
、
広
瀬
久
兵
衛
自
福
岡
行
取
掛
甘
木
へ
止
宿
二
付
、
瓜
生
野
札
物
取
鎮
方
其
外
御
借
金
之
儀
為
示
談
」
（
「
御
国
書
状
往
復
集
」
）

⑯
「
札
物
遣
出
方
之
大
意
御
咄
申
述
候
」
（
「
生
熾
座
銀
会
所
御
（
以
下
不
朋
）
」
に
所
収
）
広
瀬
文
雷

⑯
田
代
代
官
所
が
瓜
生
野
札
の
発
行
を
認
め
、
し
か
も
流
通
が
う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
広
瀬
久
兵
衛
は
、
田
代
代
官
所
の
銀
札
に
つ
い
て

認
識
が
な
い
こ
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
瓜
生
野
札
、
当
時
之
通
種
ミ
様

u
御
趣
向
立
有
之
候
而
は
迎
も
右
之
趣
向
を
相
懸
不
申
二
付
、
右
新
札
を
御

取
止
二
相
成
侯
と
見
込
、
此
節
之
御
頼
談
閤
考
可
仕
旨
申
述
憐
候
義
二
御
座
候
、
然
ル
処
頃
日
甘
木
表
二
而
御
談
之
硼
、
新
札
ね
り
方
二
付
、
別
段

札
物
遣
出
引
受
候
者
利
益
有
之
候
様
取
計
候
而
も
不
苦
と
の
御
談
も
有
之
侯
、
勿
論
極
リ
候
御
談
二
は
無
之
候
得
共
、
夫
か
し
て
相
考
候
得
は
、
村

山
御
氏
は
札
物
之
儀
、
先
年
己
来
相
功
者
之
御
方
と
相
心
得
居
候
処
、
御
自
二
御
引
受
被
成
候
儀
無
之
故
歎
、
札
物
之
意
味
合
御
存
知
無
之
様
二
奉

察
侯
、
御
同
人
右
之
次
第
二
付
、
外
御
同
役
方
ハ
御
年
若
故
、
猶
更
御
存
知
有
御
座
間
敷
、
別
し
而
御
国
方
が
被
為
人
候
御
方
二
は
、
憚
乍
御
存
知

被
可
成
様
も
無
之
」
（
「
内

u
申
上
候
口
上
之
覚
」
）
広
瀬
文
書

仰
⑱
「
札
物
遣
出
方
之
大
意
御
咄
申
述
候
」

田
代
生
蝋
会
所
の
設
立
過
程

田
代
代
官
所
は
嘉
永
二
年
に
、
生
螺
会
所
を
設
け
、
そ
の
経
営
を
広
穎
久
兵
衛
に
ま
か
せ
て
多
額
の
益
金
を
収
得
す
る
の
を
計
両
し
、
そ

(
1
)
 

の
こ
と
を
広
瀬
久
兵
術
に
も
ち
か
け
た
。

銀
札
の
発
行
引
き
受
け
以
来
、
広
瀬
久
兵
衛
は
、
一
般
へ
の
銀
札
の
貸
付
と
と
も
に
、
「
蝋
屋
中
江
者
先
年
已
来
銀
会
所
ガ
札
物
貸
渡
取

対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蛾
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）
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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蠣
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

久
兵
衛
様

瀬
源
兵
衛
様

(
3
)
 

と
、
嘉
永
五
年
一
一
月
三
日
に
、
田
代
代
官
は
広
瀕
久
兵
衛
・
同
源
兵
衛
に
あ
て
て
銀
会
所
と
蠣
会
所
を
運
用
し
て
、
藩
財
政
に
あ
て
る
資

金
を
形
成
す
る
た
め
に
、
そ
の
経
営
を
引
き
受
け
る
よ
う
申
し
出
て
い
る
。

(
4
)
 

こ
れ
は
「
生
蝋
仕
組
之
儀
、
銀
会
所
江
引
受
御
益
筋
御
世
話
仕
候
様
御
頼
談
有
之
」
と
い
う
の
を
、
正
式
に
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
生
蠍
会
所
の
設
置
と
そ
れ
を
広
瀬
久
兵
衛
に
依
存
す
る
と
い
う
の
は
、
対
馬
藩
勘
定
所
の
意
向
で
も
あ
り
、
対
馬
藩
財
政
に
と
っ
て
、

生
螺
会
所
経
営
が
―
つ
の
重
要
政
策
と
も
な
っ
て
い
る
。

対
馬
藩
側
か
ら
の
申
し
出
に
対
し
て
、
広
瀬
久
兵
衛
は
、
「
父
子
様
M
工
夫
を
凝
し
相
談
仕
候
処
、
銀
会
所
此
節
£
御
役
方
江
御
引
受
、

他
向
之
処
者
、
是
迄
之
通
、
私
方
引
受
候
姿
、
御
領
中
貸
附
等
者
御
役
方
ふ
改
而
御
貸
出
」
と
銀
会
所
の
代
官
引
き
受
け
と
い
う
こ
と
が

(
5
)
 

認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
う
け
入
れ
る
と
申
し
出
て
い
る
。

代
官
所
は
十
ヶ
年
に
六
千
両
の
純
益
を
生
み
だ
す
方
法
の
一
っ
と
し
て
生
蛾
会
所
の
設
置
を
計
画
し
、
そ
の
仕
法
と
経
営
を
広
瀬
久
兵

広 広

顛

閑
二
月
三
日

平

田

大

江

江

口

伝

(
2
)
 

引
致
来
候
間
」
と
、
蠍
屋
に
貸
付
け
る
こ
と
も
行
な
っ
て
い
た
が
、
更
に
生
蠣
の
買
占
と
販
売
を
広
瀬
久
兵
衛
に
行
な
わ
す
の
を
、
田
代

代
官
所
は
計
画
し
た
の
で
あ
る
。

一
筆
令
啓
上
候
、
今
程
弥
御
堅
固
被
成
御
勤
珍
重
存
候
、
然
者
先
般
村
山
東
一
郎
ふ
及
内
談
候
通
蛾
座
銀
札
場
両
様
一
連
之
主
向
を
以
、

国
元
有
限
用
途
二
相
備
候
二
付
、
是
迄
追
M
用
便
筋
致
丹
誠
被
呉
候
末
之
儀
な
か
ら
、
此
節
ハ
訳
而
要
用
之
儀
二
候
得
者
一
卜
際
被
凝

工
風
、
生
財
之
道
御
出
精
被
下
候
様
御
頼
談
候
、
就
而
者
不
日
東
一
郎
罷
越
委
細
可
遂
讚
談
候
間
、
宜
御
打
合
可
被
下
御
願
申
入
候
此

段
予
為
可
得
御
意
如
是
御
座
候
恐
M
謹
言
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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蠍
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

(
6
)
 

衛
に
引
き
う
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
を
条
件
つ
き
で
引
き
受
け
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
条
件
に
は
生
蠍
会
所
運
営
の
問
題

点
が
色
々
と
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
そ
の
条
項
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
づ
、
そ
の
第
一
条
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

生
蠣
仕
組
之
儀
、
凡
一
ヶ
年
出
来
高
弐
千
俵
位
之
事
二
相
聞
、
為
替
歩
金
間
際
取
束
候
而
茂
弐
百
金
内
外
と
被
察
候
、
尚
又
銀
会
所
札

物
融
通
方
之
儀
者
、
是
迄
段
M
出
精
仕
候
処
二
而
、
利
益
見
込
無
御
座
二
付
、
御
断
申
上
候
程
之
訳
二
候
へ
者
、
此
上
御
益
之
見
込
も

無
之
候
へ
共
、
御
領
中
貸
附
方
之
儀
御
取
締
り
被
成
下
、
会
所
諸
雑
費
町
並
諸
入
用
等
之
儀
相
減
候
様
仕
候
ハ
A

、
少
M
者
利
益
も
有

可
之
敷
、
乍
去
御
領
分
限
り
二
而
者
札
物
何
程
も
融
通
不
仕
、
依
而
両
筑
辺
江
取
引
相
始
メ
遣
出
方
手
段
仕
見
候
外
有
之
閻
敷
、
尤
右
様

（
マ
マ
）

他
方
迄
取
引
相
始
札
物
融
通
方
井
銅
金
操
出
方
出
精
仕
候
節
者
、
日
こ
銀
会
所
之
事
二
相
懸
リ
不
尽
心
力
候
而
者
行
届
兼
候
義
二
御
座

候
、
左
候
而
も
何
程
御
益
出
来
可
仕
哉
、
人
気
之
折
合
次
第
之
義
二
付
、
碇
と
ハ
不
被
申
上
候
得
共
、
銀
会
所
井
生
蠍
方
之
利
益
取
束
、

年
こ
私
方
江
御
預
リ
申
上
、
利
倍
致
シ
、
成
丈
御
趣
意
相
立
候
様
出
精
仕
見
可
申
候
、

こ
こ
に
お
い
て
は
、
生
蠍
の
出
来
高
を
年
1

一
千
俵
と
見
積
り
、
そ
の
利
益
を
二
百
両
と
計
算
し
て
螺
会
所
の
経
営
を
行
な
う
の
を
考
え

て
い
る
。
銀
会
所
の
方
は
、
銀
札
貸
付
利
息
の
取
立
て
を
厳
重
に
す
る
こ
と
の
保
証
を
代
官
に
求
め
、
ま
た
銀
札
流
通
を
田
代
領
に
限
定

せ
ず
、
筑
前
・
筑
後
で
も
流
通
さ
せ
る
こ
と
を
計
り
、
流
通
範
囲
を
広
げ
て
利
益
を
あ
げ
る
の
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
生
蠍
の

売
上
げ
と
銀
札
貸
付
か
ら
え
る
利
益
金
は
、
い
づ
れ
も
広
瀬
久
兵
衛
が
預
か
り
、
更
に
活
用
さ
せ
て
い
く
と
し
て
い
る
。
銀
会
所
の
機
能
を

高
め
、
生
蠍
仕
組
も
厳
重
に
行
な
っ
て
、
利
益
を
生
み
だ
し
て
ゆ
く
の
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
た
め
に
、
更
に
つ
ぎ
の
三

ケ
条
が
示
め
さ
れ
る
。

一
右
之
通
御
役
方
御
引
受
之
御
趣
意
二
相
成
候
へ
者
、
銀
会
所
当
時
成
立
之
処
ヲ
以
、
御
改
ヲ
受
、
銀
札
江
者
御
加
印
被
成
下
、
已
後

者
日
M
出
入
勘
定
御
見
届
被
下
様
仕
度
候
、

一
銀
会
所
江
是
迄
差
出
置
候
者
共
ハ
、
先
其
儘
之
御
差
遣
被
下
度
、
左
候
得
者
世
間
体
是
迄
同
様
之
姿
二
付
、
人
気
相
障
リ
候
儀
も
有
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馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蠍
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

之
間
敷
候
、
尤
御
地
か
完
心
得
候
も
の
土
写
人
者
御
撰
御
加
へ
被
下
候
様
仕
度
候
、

一
銀
会
而
御
役
方
御
引
受
二
者
相
成
候
得
共
、
十
ヶ
年
之
間
、
私
方
ぷ
御
趣
意
相
克
候
様
御
世
話
申
上
候
義
二
付
、
別
段
御
入
用
有
之

候
共
、
銀
会
所
有
合
之
金
札
作
取
遣
之
儀
者
堅
御
断
申
上
候
、
素
よ
り
別
段
臨
時
御
凋
金
等
之
節
者
、
是
迄
之
通
於
愛
元
銀
わ
申
談
、

御
調
達
方
御
世
話
可
仕
候
、

(
8
)
 

と
、
銀
会
所
を
代
官
所
が
引
き
受
け
る
こ
と
が
条
件
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
時
の
処
置
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
そ
の

―
つ
は
こ
れ
ま
で
流
通
し
て
い
た
銀
札
に
加
印
を
し
て
役
所
発
行
に
切
換
え
、
月
々
の
勘
定
も
役
所
が
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
一
一
は
、
銀

会
所
で
働
く
者
は
従
来
通
り
と
し
、
そ
の
上
に
代
官
所
側
か
ら
一
人
を
選
ん
で
銀
会
所
の
勤
務
に
つ
か
せ
る
こ
と
、
そ
の
三
は
、
銀
会
所
が

代
官
所
側
の
引
苔
受
け
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
銀
札
の
発
む
や
借
り
入
れ
は
断
独
で
行
な
わ
な
い
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
実
質

的
に
は
銀
札
の
発
行
・
監
理
は
、
広
顛
久
兵
衛
が
確
保
す
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
て
、
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
生
蝋
会
所
、
銀
会
所

勤
務
者
に
広
顧
家
と
は
別
に
、
田
代
代
官
所
側
の
者
が
参
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
銀
札
の
発
行
、
貸
付
の
機
能
を
広
瀬
側
が
確
保

し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
間
隙
を
ぬ
っ
て
、
独
自
な
運
用
が
は
か
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
会
所
経
営
に
新
た
な
参
加
者
が
出
て
き

(
9
)
 

た
段
階
以
移
で
、
銀
会
所
の
不
良
貸
付
問
題
が
安
政
期
に
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
が
胴
金
を
準
金
し
て
、
銀
札
の
信
用
を
維
持
し
よ
う
と
努
(10) 

力
し
て
い
る
広
顧
久
兵
衛
の
思
惑
と
は
反
す
る
よ
う
に
な
り
、
銀
会
所
か
ら
手
を
引
く
決
意
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
銀
会
所
を
代
官
所
が
引
き
受
け
る
の
を
求
め
る
の
は
、
生
蝠
仕
組
と
の
閲
辿
に
お
い
て
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
生
蝋
買
占
め
を

円
滑
に
行
な
う
た
め
に
、
藩
権
力
を
背
景
と
し
た
仕
法
を
た
て
、
そ
の
財
政
的
基
軸
と
な
る
銀
会
所
を
代
官
所
に
直
轄
す
る
の
が
め
ざ
さ

(11) 

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
条
瑣
に
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一
蛾
屋
中
為
替
取
糾
方
之
義
者
直
談
仕
候
得
共
、
此
節
御
仕
組
二
付
、
格
別
二
出
箭
仕
、
御
為
筋
銀
会
所
引
受
同
様
之
心
得
を
以
、
万

事
実
意
之
取
iJt仕
候
様
御
厳
重
被
仰
付
度
事
、

生
蝋
の
買
取
に
つ
い
て
は
、
代
官
所
か
ら
銀
会
所
の
取
り
扱
い
と
同
じ
よ
う
に
、
厳
し
く
取
締
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
銀
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こ。f
 

り
計
ら
っ
て
い
る
。

札
の
発
行
や
生
蠍
買
取
が
円
滑
に
ゆ
く
た
め
に
は
、
そ
の
障
り
と
な
る
新
規
の
事
業
は
差
控
え
る
の
を
要
求
し
て
い
る
。

一
右
年
限
中
、
銀
会
所
札
物
融
通
方
差
障
リ
相
成
候
儀
者
御
差
留
メ
被
下
度
、
又
御
役
筋
新
規
御
仕
組
忠
立
有
之
候
共
、
右
二
相
障
リ

候
儀
者
堅
く
御
見
合
可
被
下
候
、

(12) 

と
、
嘉
永
五
年
よ
り
向
う
十
年
間
は
、
銀
札
発
行
に
差
支
え
る
事
業
は
行
な
わ
な
い
よ
う
に
求
め
て
お
り
、
ま
た
、
対
馬
滞
家
老
か
ら
も
、

十
ヶ
年
間
仕
組
を
委
任
す
る
旨
の
墨
付
を
望
ん
で
い
る
。

一
右
之
通
相
成
候
節
者
、
其
筋
之
御
役
ミ
惣
体
二
御
用
掛
リ
之
御
沙
汰
二
相
成
御
一
統
内
外
御
力
御
添
被
下
候
様
艇
之
而
者
成
就
不
仕

候
、
右
二
付
而
者
御
交
代
之
御
場
所
之
儀
二
付
、
十
ヶ
年
恨
話
方
御
委
任
之
儀
乍
憚
御
国
許
御
軍
役
様
方
ふ
御
書
渡
被
下
置
、
勿
論
田

代
御
当
役
様
ふ
も
同
様
御
書
達
被
成
下
様
希
申
候
、
此
儀
者
数
年
之
間
、
御
主
向
筋
労
配
仕
候
義
御
憐
察
被
下
不
悪
御
聞
可
被
下
候

(13) 

と
、
対
馬
藩
家
老
と
田
代
代
官
よ
り
委
任
す
る
旨
の
書
付
を
求
め
、
そ
の
仕
組
が
掛
役
人
の
交
代
に
よ
っ
て
も
変
更
さ
れ
な
い
よ
う
に
取

ま
た
、
従
来
宛
行
わ
れ
て
い
た
扶
持
米
も
、
単
に
米
の
支
給
と
い
う
こ
と
で
な
く
、

す
る
の
を
要
求
し
、
扶
持
米
支
給
の
確
保
を
め
ざ
し
て
い
る
。

一
右
之
通
十
ヶ
年
之
間
御
枇
話
市
上
候
得
者
、
外
渡
批
向
夫
丈
ヶ
相
省
、
昼
夜
丹
精
仕
候
儀
二
付
、
一
咋
年
ぶ
六
拾
俵
之
御
米
被
下
隧

侯
御
逹
も
蒙
居
候
得
者
、
此
節
銀
会
所
改
革
御
為
筋
出
精
之
段
御
沙
汰
向
之
節
者
、
御
領
法
二
御
支
リ
賊
之
し
て
私
共
永
M
安
心
仕

候
様
、
地
面
を
以
頂
戴
被
仰
付
方
宜
御
含
被
下
度
侯
、

(14) 

と
、
六
十
俵
扶
持
の
土
地
を
宛
行
う
よ
う
に
と
し
て
い
る
。

以
上
、
広
瀬
久
兵
衛
が
生
螺
会
所
と
銀
会
所
の
経
営
を
兼
ね
行
な
う
の
を
引
き
う
け
る
条
件
と
し
て
出
し
た
条
項
に
つ
い
て
検
討
し

銀
会
所
は
、
代
官
直
轄
と
す
る
こ
と
を
求
め
な
が
ら
も
、

対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蠍
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

そ
れ
に
応
じ
る
土
地
よ
り
取
立
て
ら
れ
る
よ
う
に

そ
の
経
営
の
実
権
は
十
ヶ
年
の
仕
組
と
い
う
名
目
の
も
と
で
確
保
し
、
更
に
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対
馬
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代
領
に
お
け
る
銀
会
所
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と
日
田
商
人
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野
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代
官
が
仕
組
に
対
し
て
強
力
に
保
護
を
す
る
の
を
要
求
し
て
い
る
。

こ
こ
で
計
画
さ
れ
て
い
る
生
蝋
会
所
の
仕
組
は
、
生
蠍
の
買
占
め
で
あ
り
、
専
売
事
業
の
一
形
態
で
あ
る
。
日
田
商
人
広
瀕
久
兵
衛
に

会
所
経
営
を
ま
か
せ
、
生
蠍
の
領
外
独
占
販
売
を
は
か
り
、
藩
は
そ
の
運
営
が
円
滑
に
ゆ
く
た
め
に
、
色
々
と
援
助
を
行
な
っ
て
、
こ
の

経
営
に
よ
っ
て
え
た
利
益
を
収
得
す
る
仕
組
で
あ
る
。

生
蝋
会
所
・
銀
会
所
経
営
に
か
ん
す
る
箇
条
書
を
出
し
段
階
で
ば
、
六
千
両
の
利
益
を
出
す
仕
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
と
っ
て

お
ら
っ
「
就
而
者
仕
法
書
早
速
芯
上
候
筈
之
処
、
六
千
両
丈
も
生
財
之
道
大
造
之
御
趣
向
、
向
拾
ヶ
年
も
相
懸
候
儀
二
付
、
篤
と
取
調
、

(15) 

大
坂
之
方
井
田
代
蛾
屋
と
も
へ
も
打
合
せ
候
上
二
無
之
而
者
、
巨
細
仕
法
書
も
出
来
兼
候
義
二
御
座
候
」
と
、
嘉
永
五
年
四
月
に
返
答
し

て
い
る
。

対
馬
藩
と
し
て
は
、
生
蝋
会
所
の
仕
組
を
広
瀬
久
兵
衛
が
引
き
受
け
、
六
千
両
の
益
金
収
得
が
可
納
に
な
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
嘉
永
五
年
四
月
十
一
日
に
は
、
田
代
代
官
平
田
大
江
•
佐
役
江
口
伝
の
連
名
で
、
広
瀕
久
兵
衛
が
引
き
受
け
る
よ
う
要
望
し
た
書

付
を
出
し
た
。
こ
の
折
は
、
前
述
の
瓜
生
野
札
の
取
付
が
あ
っ
た
と
送
で
、
田
代
領
の
銀
札
流
通
が
極
度
に
混
乱
し
、
田
代
札
に
も
大
き

な
彩
纏
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
代
官
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
蠍
会
所
の
経
営
を
引
き
う
け
な
く
な
る
の
を
恐
れ
て
要
望
杏
を
出
し
た
も
の

(16) 

で
あ
る
。
い
ま
こ
の
一
端
を
示
す
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

瓜
生
野
町
ぷ
去
年
来
荏
物
主
向
之
名
目
を
以
、
札
物
通
用
力
願
二
依
、
差
免
置
候
処
、
去
冬
以
来
引
替
万
不
都
束
之
向
も
相
聞
、
昨
今

ニ
至
候
而
者
、
引
替
方
も
大
造
二
及
弥
胴
銀
之
備
方
不
行
届
、
議
通
自
然
と
相
塞
り
、
（
中
略
）
、
田
代
銀
会
所
之
儀
も
致
雷
同
候
事

共
ニ
ハ
有
之
間
敷
哉
と
懸
念
二
及
候
処
（
中
略
）
胴
銀
之
備
其
外
万
般
手
堅
取
設
被
醤
候
処
汐
、
当
節
も
聯
人
気
二
不
相
抱
段
尤
之
至

（
巾
略
）
此
節
蟻
座
井
銀
会
所
一
連
之
趣
向
を
以
、
御
備
之
儀
頃
日
来
被
遂
懇
談
候
処
、
下
地
骨
折
之
廉
も
不
軽
候
上
猶
又
此
節
之
頼
談
且

生
蟷
柳
之
産
物
二
而
重
ミ
押
立
候
程
之
儀
も
熊
之
候
得
共
、
打
銀
御
用
途
不
差
支
所
二
厚
心
を
被
用
存
寄
書
等
被
差
出
、
実
以
一
卜
廉

之
為
筋
二
有
之
、
右
二
付
而
ハ
十
ヶ
年
之
間
別
而
労
配
之
事
共
、
深
ミ
察
入
次
第
園
許
重
役
方
江
も
申
越
協
候
得
者
、
追
而
沙
汰
之
品
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今
迄
通
り
広
源
家
引
受
け
と
す
る
、

口
役
所
入
用
金
の
立
て
替
え
を
銀
会
所
は
一
切
し
な
い
、

申
遣
候
義
も
可
有
之
候
条
、
何
分
精
功
之
道
深
ミ
頼
入
事
二
候
、
就
而
ハ
外
方
心
如
何
体
之
利
益
筋
申
来
候
共
、
一
且
致
委
任
候
上
者
、

可
取
用
様
も
猟
之
信
義
相
立
候
儀
勿
論
之
事
二
候
得
者
、
右
主
向
二
付
、
役
M
手
筋
¢
周
旋
可
致
筋
者
、
如
何
様
共
手
数
相
立
可
申
候
ニ

付
、
何
様
主
向
相
整
候
様
、
御
出
精
被
下
度
御
頓
談
二
及
候
、
已
上

瓜
生
野
札
の
こ
と
に
ふ
れ
、
田
代
札
の
胴
銀
の
備
え
が
よ
ろ
し
き
を
え
て
、
田
代
札
は
大
し
た
変
動
が
な
か
っ
た
の
に
感
じ
入
っ
た
と

述
べ
た
あ
と
で
、
生
蠍
会
所
に
つ
い
て
は
、
如
何
様
に
も
手
立
て
を
た
て
る
と
申
し
出
て
い
る
。

こ
の
間
に
、
田
代
代
官
所
は
、
広
瀬
家
へ
千
両
の
借
用
と
三
千
両
の
借
用
斡
旋
を
申
し
出
て
お
り
、
行
き
づ
ま
っ
た
藩
財
政
の
資
金
運

営
の
一
端
に
用
い
よ
う
と
し
て
い
る
。
勿
諭
、
三
千
両
の
調
逹
は
、
広
瀬
家
の
み
に
依
頼
し
た
の
で
は
な
い
が
、
広
顧
久
兵
衛
の
尽
力
に

よ
っ
て
、
日
田
商
人
か
ら
の
借
用
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
計
ら
れ
て
い
る
。
嘉
永
一
1

一
年
十
二
月
十
六
日
に
「
金
千
両
年
割
献
納
御
沙
汰
を

(17) 

以
、
御
米
六
拾
俵
宛
被
成
下
候
御
書
達
有
之
」
と
、
千
両
の
献
金
を
承
諾
し
、
年
割
で
上
納
し
、
嘉
永
五
年
一
月
一
日
に
は
「
金
三
千
五

(18) 

百
両
之
御
借
銀
筋
心
配
之
訳
ヲ
以
、
久
兵
衛
父
子
江
公
木
三
疋
宛
被
下
之
侯
、
御
達
書
有
之
」
と
あ
る
。

対
馬
藩
は
、
文
政
元
年
に
二
万
石
の
加
増
を
う
け
な
が
ら
も
、
朝
鮮
信
使
来
聘
に
つ
い
て
多
額
の
支
出
を
必
要
と
し
、
天
保
十
一
年
十

一
月
二
十
九
日
に
は
、
信
使
費
用
の
た
め
幕
府
よ
り
一
万
両
を
借
り
、
ま
た
天
保
十
二
年
に
は
信
使
来
聘
の
準
備
に
五
万
両
必
要
と
し
た

(19) 

こ
と
を
塔
府
に
つ
げ
、
二
万
両
を
幕
府
か
ら
拝
借
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ぎ
わ
め
て
多
額
の
出
費
が
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
費
用
調
達

が
肝
要
と
な
り
、

そ
の
一
端
か
日
田
商
人
よ
り
の
借
り
入
れ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

広
瀬
久
兵
衛
は
、
金
子
の
調
達
・
献
金
を
行
な
い
、
一
屈
藩
と
の
連
な
が
り
を
強
め
て
い
く
が
、
八
月
に
人
る
と
ほ
ゞ
生
蠍
会
所
仕
組

に
つ
い
て
の
成
案
も
原
形
が
で
き
て
恙
た
。
同
年
八
月
に
「
趣
向
組
立
之
処
者
篤
と
再
考
之
上
可
巾
上
、
先
ツ
凡
之
大
意
左
二
申
立
候
」

(20) 

と
し
て
一
四
項
目
に
わ
た
る
点
に
つ
い
て
詞
姦
望
を
述
べ
た
。
そ
の
要
点
は
、
日
田
代
蠍
屋
惣
代
を
早
く
日
田
に
よ
こ
す
こ
と
、
口
銀
会
所

は
以
前
は
役
所
引
受
け
を
望
ん
だ
が
、

四
瓜
生
野
札
の
引
揚
げ
を
速
々
に
行
な
う
こ
と
、
国
嘉
永
二
年
に
調
逹
し
た
金
千
両
は
年
々
百
両
づ
つ
返
還
の
こ
と
、
因
嘉
永
三
年
の
千

対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
•
生
蠣
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）
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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蛾
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

（揚）

右
之
分
、
御
地
協
成
先
江
致
水
上
、
早
速
売
捌
仕
切
金
取
下
候
様
致
し
度
事
、

る
な
ど
を
要
望
し
て
い
る
。

両
献
金
に
よ
り
宛
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
扶
持
米
の
支
給
を
確
実
に
す
る
、
旧
対
馬
藩
家
老
よ
り
生
蠍
会
所
委
任
の
墨
付
を
出
す
、
因

銀
会
所
出
勤
者
に
二
名
を
追
加
す
る
、
図
大
阪
銀
主
並
の
取
扱
い
を
広
瀬
家
に
す
る
、
田
金
二
千
両
を
銀
会
所
引
替
備
金
と
し
て
融
通
す

嘉
永
五
年
二
月
段
階
で
は
、
銀
会
所
の
経
営
を
役
所
が
引
恙
受
け
る
の
を
望
ん
で
い
た
が
、

営
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

八
月
に
は
、
銀
会
所
を
広
瀕
久
兵
衛
の
経

こ
れ
は
瓜
生
野
札
問
題
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
役
所
経
営
で
は
、
銀
札
に
つ
い
て
の
認
識
炉
な
く
、
ず

さ
ん
な
運
営
が
行
な
わ
れ
、
ひ
い
て
は
生
蠍
会
所
の
機
能
を
行
き
づ
ま
ら
せ
る
と
み
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
瓜
生
野
札
は
引
替
え
が
多
く
、

田
代
領
内
に
は
銀
札
に
つ
い
て
信
用
し
な
い
空
気
が
つ
よ
く
な
っ
た
こ
と
が
直
接
的
に
は
影
轡
し
て
い
る
と
ち
な
さ
れ
る
。

こ
の
要
望
に
対
し
て
代
官
所
は
、
早
速
螺
屋
惣
代
を
日
田
に
派
遣
し
た
。
螺
屋
惣
代
と
話
が
ま
と
ま
り
生
蠣
集
荷
の
見
通
し
が
つ
い
た

段
階
で
、
生
峨
販
売
に
つ
い
て
種
々
と
検
討
を
す
す
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
田
代
蠍
は
大
阪
で
販
売
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

急
飛
船
ヲ
以
啓
上
仕
候
、
然
者
田
代
表
蠍
座
銀
会
所
最
合
一
連
之
仕
糾
二
付
、
蠍
屋
惣
代
三
人
当
方
迄
被
罷
越
候
二
付
、
示
談
之
上
、

田
代
二
而
出
来
之
牛
蠍
分
、
拙
方
ぷ
前
為
替
相
渡
、
一
手
二
引
受
其
御
地
江
為
積
登
売
捌
候
栢
リ
御
座
候
、
右
二
付
、
御
地
二
而
売
捌

方
如
何
之
手
都
合
二
致
し
可
然
哉
、
御
相
談
労
当
方
之
存
念
左
二
申
述
候

(21) 

と
、
田
代
蛾
を
一
手
に
引
き
受
け
、
そ
れ
を
大
阪
で
販
売
す
る
こ
と
が
目
論
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
生
蠍
会
所
の
経
営
を
行
な
う
場
合
の

必
要
な
事
項
を
細
か
く
取
調
べ
、
支
障
が
な
い
よ
う
に
手
段
を
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。
生
蠣
の
買
占
め
も
蝠
屋
と
の
話
し
合
い
で
一
応

の
見
通
し
が
つ
告
、

た
て
て
い
る
の
で
、

あ
と
は
販
売
の
問
題
が
残
る
の
で
、
(22) 

そ
れ
を
以
下
検
討
し
て
み
よ
う
。

そ
れ
を
大
阪
に
問
い
合
せ
て
い
る
。
生
蟻
を
大
阪
で
販
泥
す
る
た
め
の
仕
組
を

り
一
御
領
巾
櫨
実
凡
百
刀
斤
者
可
有
之
二
付
、
所
売
捌
蠣
燭
等
見
除
候
而
も
、
凡
弐
千
丸
者
出
来
之
見
込
、
月
割
内
輪
二
し
て
百
五
拾
丸

宛
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（
マ
マ
）

＠
一
右
売
捌
方
之
儀
、
頻
談
出
来
侯
義
二
候
ハ
A
、
筑
前
蠣
入
札
之
節
、
子
明
附
売
―
一
致
し
度
候
、
（
中
略
）
頼
談
相
整
候
ハ

A‘

乍
面
倒

炭
屋
江
荷
物
差
送
リ
、
仕
切
金
ハ
筑
前
表
江
下
シ
金
之
序
二
五
百
両
程
宛
毎
月
差
送
リ
方
頼
談
致
シ
度
事
、

り
一
筑
前
入
札
売
相
談
出
来
不
致
節
者
、
問
屋
中
之
内
何
方
江
差
送
リ
候
様
可
致
哉
、
身
元
槌
成
先
無
之
而
者
、
．
差
送
リ
侯
儀
不
安
心
ニ

御
座
候
（
中
略
）
岩
屋
之
方
江
致
水
上
当
方
者
同
家
江
之
引
合
二
致
し
度
（
中
略
）
問
屋
江
御
売
捌
之
手
都
合
出
来
候
ハ

A

、
先
ツ
試

ニ
少
ミ
積
送
リ
候
様
可
致
（
後
略
）

⇔
一
炭
屋
引
受
出
来
兼
候
節
者
、
問
屋
江
当
方
ふ
直
送
二
致
し
可
申
（
後
略
）

困
一
仕
切
金
之
儀
者
、
銀
会
所
引
替
備
二
致
し
候
間
、
荷
物
之
多
少
二
者
よ
り
候
得
共
、
先
ツ
毎
月
百
五
六
拾
丸
宛
者
差
送
リ
侯
と
見
て
、

月
ミ
五
百
両
程
宛
差
下
シ
ニ
相
成
候
様
（
後
略
）

い
炭
者
博
多
表
弁
理
之
由
、
蠍
屋
中
申
出
候
間
、
同
所
迄
差
送
リ
、
対
馬
御
屋
敷
内
二
蔵
一
戸
前
相
建
入
置
、
壱
艘
向
相
揃
之
節
、
船
積

取
計
侯
積

り
船
者
、
筑
前
二
而
弐
百
廿
―
1

一
拾
丸
位
積
入
候
船
弐
艘
相
雇
懺
、
替
る

l
＼

往

返

致

し

侯

て

（

後

略

）

‘

ま
ず
い
の
よ
う
に
、
田
代
領
内
で
の
生
蠍
の
年
間
出
来
高
を
一
一
千
丸
と
見
積
り
、
そ
れ
を
こ
と
ご
と
く
大
阪
で
販
売
す
る
よ
う
に
し
、

そ
の
た
め
回
の
よ
う
に
、
筑
前
で
の
螺
入
札
に
か
け
て
、
そ
し
て
蠍
荷
は
大
阪
の
炭
屋
へ
送
り
、
そ
れ
か
ら
購
入
先
に
渡
す
。
も
し
入
札

売
が
で
き
な
か
っ
た
折
は
り
に
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
大
阪
の
問
屋
炭
屋
へ
送
り
、
購
入
問
屋
を
求
め
る
。
こ
の
よ
う
に
大
阪
の
問
屋
炭
屋

を
適
じ
て
販
売
す
る
が
、
炭
屋
へ
荷
送
り
が
で
善
な
い
場
合
に
は
、
購
入
問
屋
へ
直
送
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
生
蟻
売

上
代
金
は
困
の
こ
と
く
銀
札
の
引
替
金
に
あ
て
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
田
代
よ
り
大
阪
ま
で
の
蝋
逓
送
は
り
の
よ
う
に
田
代
よ
り
陸

路
で
博
多
の
対
馬
藩
蔵
屋
敷
に
運
び
、
田
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
博
多
か
ら
船
積
み
で
大
阪
へ
運
送
す
る
と
し
て
い
る
。

田
代
生
蠍
を
買
占
め
、
そ
れ
を
大
阪
で
売
り
、
そ
の
販
売
代
金
を
銀

ifLの
胴
金
に
す
る
と
い
う
仕
組
が
た
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
仕

組
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
に
は
、
予
定
し
た
よ
う
に
生
蠍
の
買
占
め
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
―
つ
の
要
点
に
な
る
。

対
馬
藩
8
3代
領
に
お
け
る
銀
会
所
•
生
螺
会
所
と
H

田
廊
人
（
長
野
）
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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蟻
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

生
蛾
販
売
に
つ
い
て
大
阪
に
問
い
合
せ
た
段
階
で
は
、
す
で
に
田
代
領
の
蠣
屋
と
取
決
め
が
で
き
て
い
た
。
こ
の
取
決
め
が
可
能
で
あ

っ
た
の
は
、
田
代
代
官
所
が
田
代
領
内
の
蛾
屋
に
色
々
と
指
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。
生
螺
の
買
占
め
を
は
か
る
広
瀬
久
兵
衛
は
こ
れ
に
よ

っ
て
、
生
蠣
買
占
め
の
見
通
し
は
つ
い
た
が
、
や
は
り
、
蠍
屋
の
利
害
と
は
対
立
す
る
面
が
多
く
、
計
画
し
た
仕
組
通
り
に
は
ゆ
か
な
か

っ
た
。
取
決
め
を
し
た
「
内
談
申
薔
書
」
の
な
に
に
さ
え
蠣
屋
は
「
生
蠣
商
売
之
儀
、
右
様
之
廉
無
之
而
茂
、
渡
世
相
成
兼
候
年
茂
有
之

候
位
之
義
二
付
、
御
用
途
御
備
相
成
候
様
之
義
者
迎
も
御
請
出
来
不
仕
、
殊
更
十
ヶ
年
之
閻
出
精
不
仕
候
而
者
難
相
済
、
甚
当
惑
仕
候
得

共
」
と
云
っ
て
お
り
、
嫌
屋
に
と
っ
て
は
、
広
瀬
久
兵
衛
の
生
蠍
の
一
手
買
占
め
は
好
む
と
こ
ろ
で
な
か
っ
た
。

生
蝋
の
一
手
買
占
が
田
代
領
内
の
蝋
問
屋
と
の
対
立
を
生
み
、
ひ
い
て
は
、
そ
れ
が
櫨
栽
培
の
農
民
を
含
め
た
抗
争
と
な
り
、
万
延
元

年
に
は
強
訴
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
万
延
元
年
の
段
階
は
、
買
上
価
格
の
低
廉
化
な
ど
農
民
に
対
す
る
強
圧
が
一
層
つ
よ
ま
っ
た

時
期
で
あ
る
が
、
そ
の
要
因
は
す
で
に
、
広
瀬
久
兵
衛
の
一
手
買
占
め
の
段
階
か
ら
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
よ
う
。

生
蝋
会
所
が
設
け
ら
れ
、
田
代
領
内
の
生
蠣
が
会
所
に
一
手
に
買
占
め
ら
れ
た
時
期
に
お
い
て
、
従
来
の
自
由
販
売
の
体
制
と
格
価
の

点
で
ど
の
よ
う
な
差
が
あ
る
か
を
示
す
と
表
II
の
よ
う
で
あ
る
。

田
代
領
の
生
螺
は
、
博
多
ま
で
陸
路
で
運
ば
れ
、
そ
こ
か
ら
船
積
み
で
大
阪
へ
送
ら
れ
る
が
、
こ
の
博
多
ま
で
の
運
送
費
な
ど
の
費
用

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
生
蠍
会
所
送
り
で
は
、
一
俵
に
つ
き
運
送
賃
・
問
屋
口
銭
な
ど
の
諸
掛
物
が
二
二
匁
一
厘
を
要
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
蛾
屋
が
直
送
し
た
場
合
に
は
七
匁
一
厘
し
か
掛
か
っ
て
い
な
い
。
こ
の
差
は
、
生
蠍
会
所
送
り
の
場
合
に
は
、
日
博
多
問
屋
と
の

為
替
取
組
に
お
い
て
一
歩
を
差
出
す
と
す
る
三
壱
歩
為
替
歩
が
あ
り
、
口
俵
直
シ
諸
入
用
が
会
所
で
は
高
く
つ
く
、
国
荷
為
替
を
組
む
と

恙
の
金
相
場
を
六
六
匁
替
と
取
決
め
た
た
め
、
大
阪
の
金
銀
相
場
の
変
動
に
応
じ
て
出
す
費
用
と
し
て
の
金
値
違
が
あ
り
、
四
大
阪
運
送

の
際
の
斤
目
欠
立
を
補
う
た
め
に
俵
に
つ
き
二
斤
半
多
く
入
れ
る
弐
斤
半
切
給
が
あ
る
な
ど
の
た
め
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
生
蠍
会
所
送
り
の
場
合
に
は
、
蛾
屋
の
直
送
よ
り
も
諸
掛
物
が
三
倍
も
高
く
つ
く
の
で
、
生
蠍
会
所
が
螺
屋
よ
り
生
蠍
を

購
入
す
る
場
合
に
は
、
価
格
を
低
く
押
え
る
必
要
が
で
て
く
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
櫨
実
を
蠍
屋
に
売
る
農
民
に
も
影
響
す
る
。
生
蠍
価
格
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か
ら
、

そ
の
考
え
が
変
わ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

の
点
に
お
い
て
も
、
生
螺
会
所
と
蠍
屋
・
農
民
の
間
に
は
こ
の
よ
う
に
矛
盾

し
た
が
っ
て
、
広
瀕
久
兵
衛
が
生
螺
会
所
を
つ
う
じ
て
、
田
代
領
の
生
蝋

を
買
占
め
て
大
阪
に
販
売
す
る
計
画
は
、
当
初
か
ら
田
代
領
内
の
蝋
屋
・
農

民
と
の
矛
盾
を
は
ら
む
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
広
瀕
久
兵
術
が
以
上
の
よ
う
生
蛾
会
所
の
経
営
に
必
要
な
事

項
を
細
か
く
検
討
し
て
い
る
過
程
で
、
対
馬
藩
は
一
日
も
早
く
生
蠍
会
所
の

設
筐
と
広
瀬
家
の
引
き
う
け
を
望
ん
で
お
り
、
九
月
に
は
「
久
兵
衛
儀
今
程

福
岡
江
罷
越
居
候
と
相
間
候
二
付
、
平
只
毀
儀
博
多
蔵
屋
敷
迄
出
張
、
愛
元
之

(23) 

体
情
巨
細
被
市
」
と
、
田
代
手
代
緒
方
仙
八
に
代
官
が
命
じ
て
い
る
。
九
月

に
な
る
と
広
瀬
久
兵
衛
も
生
蝋
会
所
に
つ
い
て
の
成
案
を
え
た
の
で
、
そ
れ

を
田
代
領
手
代
六
名
に
示
し
、
提
示
し
た
箇
条
に
つ
い
て
返
答
を
求
め
た
。

提
示
し
た
の
は
十
四
項
目
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
要
な
項
目
に
つ
い
て
み
る
と

(24) 

以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

一
銀
会
所
之
儀
者
、
是
迄
之
通
、
私
方
二
而
一
切
引
請
成
丈
出
精
可
仕
事
、

こ
れ
は
、
二
月
段
階
の
主
張
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
先
述
の
よ
う
な
事
情

一
是
迄
貸
附
ロ
ミ
返
済
方
遅
滞
仕
居
候
内
、
実
意
を
以
済
方
之
相
談
出
来

候
分
者
、
成
丈
御
厄
介
不
相
成
様
取
計
候
穂
、
私
共
手
限
り
相
済
兼
候

が
あ
る
。

対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
•
生
蠍
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

表 II 生蠍販売費用の相達

会所より博多売 蠍屋より博多売| ＿ I 

生颯 1俵（正味80斤） ＝代銀203匁2分 1生蛾 1俵（正味80斤） ＝代金203匁2分

I 

合銀22匁 1厘 1 合銀7匁 1厘(=6匁9分4厘〕 i 
I 

注「生繊座・銀会所御（以下不明）」より作成

俵二付掛物

銀3匁8分3厘＝田代より博多迄駄賃

// 1匁7分 ＝竺壱歩為替歩

// 1匁3分 ＝俵直シ諸入用

// 2匁4分 ＝博多問屋口銭

// 1分8厘＝博多入荷運上

II 6匁 2分5厘＝金値違分

II 6匁3分5厘＝弐斤半切給

俵二付掛物

銀3匁8分＝田代より博多迄駄賃

6分 ＝俵直シ諸入用

II 2匁4分 ＝博多問屋口銭

// 1分4厘＝入荷連上

” 
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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蝋
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

口
ミ
者
、
取
調
書
上
候
様
可
仕
二
付
、
返
済
方
御
賢
慮
御
付
ヶ
被
下
度
、
其
内
御
威
光
を
以
、
速
二
可
相
片
付
分
も
有
之
、
又
一
時

ニ
返
済
方
出
来
兼
候
見
込
之
分
も
有
之
、
夫
M
取
分
ヶ
可
書
上
二
付
、
速
二
可
相
片
付
分
者
、
厳
重
二
済
方
被
仰
付
、
速
二
相
済
兼

候
分
者
無
利
足
年
賦
等
之
処
御
見
計
を
以
、
返
済
方
規
定
相
立
候
様
、
御
役
筋
二
而
御
引
請
御
取
計
被
下
度
奉
願
候
、

こ
れ
ま
で
に
貸
付
け
た
銀
札
の
返
済
に
か
ん
す
る
要
望
で
あ
り
、
返
済
取
立
に
つ
い
て
代
官
所
よ
り
厳
重
に
催
促
す
る
こ
と
と
、
そ
れ
で

も
取
立
て
が
で
き
な
い
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
返
済
方
法
に
つ
い
て
借
主
と
代
官
所
が
取
り
き
め
を
す
る
の
を
求
め
て
い
る
。
貸
付
返
済
に

つ
い
て
、
代
官
所
の
機
能
を
活
用
す
る
の
が
も
く
ろ
ま
れ
て
い
る
。

一
蠍
座
取
掘
之
儀
者
、
先
日
内
談
書
仕
置
候
趣
意
を
以
、
重
畳
相
極
候
様
可
仕
、
尤
生
螺
高
弐
千
丸
と
見
込
候
趣
向
二
付
、
蠍
屋
中
不

出
精
之
向
も
有
之
者
、
御
役
筋
ふ
御
世
話
被
下
、
弐
千
丸
之
高
不
相
減
様
被
成
下
度
事
、

生
蠍
―
―
千
丸
の
確
保
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
六
千
両
の
利
益
を
十
ヶ
年
間
に
生
み
だ
す
た
め
の
―
つ
の
重
要
な
事
項
だ
け

に
、
代
官
所
側
の
力
入
を
望
ん
で
い
る
が
、
二
千
丸
は
田
代
領
で
は
櫨
実
が
よ
く
と
れ
た
と
き
に
し
か
可
能
で
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
一
層
こ

の
要
望
が
必
要
に
な
る
。

一
御
役
筋
金
子
御
入
用
之
節
者
、
御
頼
談
向
日
田
表
ガ
ハ
是
迄
通
二
相
心
得
可
申
、
銀
会
所
江
御
直
談
之
儀
者
堅
御
断
申
上
候
間
、
其

段
御
承
知
之
御
書
付
被
下
饂
候
様
仕
度
、
猶
又
御
役
人
様
方
内
証
之
御
相
談
た
り
共
、
御
取
替
之
儀
者
堅
御
断
申
上
候
事
、

役
所
で
必
要
な
費
用
の
支
弁
を
厳
重
に
し
、
銀
会
所
へ
直
接
問
題
を
持
ち
こ
む
の
を
禁
じ
て
い
る
。
藩
財
政
の
行
き
づ
ま
り
か
ら
、
こ

れ
ま
で
度
々
献
金
や
費
用
の
調
達
を
求
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
今
後
生
蠍
会
所
・
銀
会
所
の
経
営
に
際
し
て
は
押
え
る
の
が
目
的
で
あ
ろ

う
。
こ
の
要
望
に
対
し
て
、
代
官
所
は
「
御
書
面
金
子
入
用
之
節
ハ
、
以
来
銀
会
所
江
直
談
仕
間
敷
段
書
付
差
入
置
候
様
可
致
、
且
地
下

役
二
内
談
之
取
替
等
も
直
談
致
不
申
様
相
心
得
可
申
候
」
と
答
え
て
い
る
。

一
生
財
之
御
趣
向
引
請
者
、
当
子
何
月
¢
相
始
、
来
戌
何
月
迄
真
年
十
ヶ
年
之
間
、
請
持
出
精
仕
、
満
年
之
節
金
数
上
納
可
仕
事
、

十
年
間
に
わ
っ
て
仕
組
を
行
な
い
、
十
年
後
に
利
益
金
を
納
め
る
と
し
て
い
る
。
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一
此
後
如
伺
体
之
御
趣
意
有
之
候
而
も
、
右
生
財
之
追
二
相
障
り
候
儀
者
、
堅
御
停
止
被
仰
付
事
、

こ
れ
は
但
書
と
し
て
、
瓜
生
野
札
の
引
揚
け
を
早
く
行
な
う
よ
う
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
役
所
が
瓜
生
野
札
発
行
の
折
に
み
せ

た
無
思
慮
な
政
策
は
、
会
所
経
営
に
纏
く
の
で
、
そ
れ
が
な
い
の
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
代
官
所
は
二
仰
書
面
生
財
之

迫
二
相
障
リ
候
儀
者
被
停
止
候
様
可
致
候
、
尚
又
瓜
生
野
新
札
者
早
M
引
揚
、
已
後
遣
出
不
巾
儀
二
候
」
と
し
て
い
る
。

一
御
役
ミ
様
方
御
一
統
御
用
掛
り
之
御
沙
汰
二
相
成
、
内
外
共
諸
事
厚
御
世
話
被
下
候
者
勿
論
、
猶
又
御
年
番
二
而
御
両
人
御
引
切
御

請
持
之
御
方
被
仰
付
、
賠
事
其
御
方
迄
相
伺
候
得
者
、
万
端
速
二
御
評
儀
御
治
定
二
相
成
候
様
仕
度
事
、

こ
こ
で
は
、
か
な
り
高
度
の
要
望
が
示
め
さ
れ
て
い
る
。
会
所
経
営
の
た
め
に
、
代
官
所
役
人
が
用
掛
に
な
り
、
特
に
そ
の
中
か
ら
二

人
を
専
任
と
し
、
会
所
連
営
に
必
要
な
事
項
の
決
定
は
、
こ
の
二
人
の
専
決
で
で
き
る
の
を
求
め
て
い
る
。
会
所
経
営
の
た
め
に
代
官
所

が
全
百
的
に
協
力
す
る
の
が
望
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
、
藩
権
力
を
背
景
に
運
営
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
姿
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
要
望
に
対
し

て
「
御
書
面
我
ミ
用
掛
り
之
内
必
一
両
人
ツ
A

年
番
二
而
受
持
候
様
可
致
候
」
と
答
え
て
い
る
。

一
御
国
許
御
重
役
様
汐
私
共
宛
御
書
達
被
成
下
度
事
、

田
代
代
官
の
保
証
ば
か
り
で
な
く
、
対
馬
滞
家
老
よ
り
の
墨
付
を
求
め
、
藩
の
委
任
の
も
と
に
経
営
を
す
す
め
る
の
を
明
確
に
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
こ
の
外
に
も
、
日
献
金
し
た
千
両
に
応
じ
る
土
地
を
宛
行
う
こ
と
、
口
弐
千
両
の
貸
付
を
広
瀬
家
に
す
る
、
曰
会
所
勤
務

者
に
二
名
を
新
た
に
任
名
す
る
、
四
ふ
る
く
な
っ
た
銀
札
の
代
り
に
新
札
を
発
行
す
る
こ
と
の
了
承
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

以
上
、
広
漉
久
兵
衛
が
出
し
た
要
望
の
内
容
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
銀
会
所
を
従
来
通
り
引
恙
う
け
て
経
営
す
る
と
い
う
点
を
別
に
す

れ
ば
、
二
月
段
階
の
要
望
と
余
り
変
っ
て
い
な
い
。
二
月
段
階
で
も
銀
会
所
を
代
官
所
が
引
恙
受
け
る
の
を
要
求
し
な
が
ら
、
そ
の
実
態

は
広
顛
久
兵
衛
が
掌
握
す
る
の
を
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
明
確
に
代
官
所
管
轄
に
な
れ
ば
、
代
官
所
偲
の
意
向
が
弛
く
働
き
、
予
期
し

た
経
営
効
の
果
も
あ
が
ら
な
い
と
み
て
、
従
来
通
り
に
広
瀕
久
兵
衛
の
引
き
受
け
と
な
る
の
を
要
望
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、

二
月
と
九
月
の
要
望
で
い
づ
れ
に
も
共
通
す
る
の
は
、
藩
の
強
力
な
支
援
を
求
め
て
い
る
点
で
あ
る
。

対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蛾
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）
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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
熾
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

要
因
が
あ
る
。
広
瀬
久
兵
衛
が
、
生
蟷
会
所
の
経
営
引
き
受
け
に
際
し
て

藩
の
保
護
を
つ
よ
く
求
め
て
い
る
の
も
、
こ
の
対
立
を
予
想
し
、
そ
れ
に

対
応
す
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
と
み
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
累
永
五
年
九
月
に
は
、
先
述
の
よ
う
な
要
望
書
を
出
し
た

が
、
十
月
に
は
「
銀
札
場
・
蠍
座
共
、
私
手
元
へ
引
請
主
向
相
立
、
十
ヶ

て
い
る
の
で
、

年
之
間
御
益
金
柏
立
高
六
千
両
御
受
納
二
相
成
候
様
、
成
丈
出
精
可
仕
奉

(25) 

存
候
」
と
生
蠍
会
所
の
経
営
を
最
終
的
に
は
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

そ
し
て
、
従
来
、
代
官
所
か
ら
提
出
を
求
め
ら
れ
て
い
た
仕
法
見
積
書
を

出
し
た
。
こ
れ
が
「
銀
会
所
•
生
蠣
座
一
連
生
肘
主
向
凡
桔
書
上
娠
」
な

る
も
の
て
あ
る
か
、
六
千
両
の
利
益
を
十
年
間
に
出
す
方
法
が
示
め
さ
れ

つ
ぎ
に
そ
れ
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

し
て
発
行
し
、

表

mに
よ
れ
ば
、
金
八
千
両
に
相
当
す
る
銀
札
五
四
六
貫
余
を
新
札
と

そ
れ
を
詰
方
に
貸
付
け
、
利
足
と
し
て
年
壱
割
を
徴
収
す

表 Ill 生 財 仕 法 積

I 
金八千両分札物相仕立候見込

八千両分札物十ケ年之間、年壱割ツヽ貸 I 
附利息凡見積
八千両分之札
ケ年之間月壱分
銀会所十ケ年之

札物之方十ケ年

生熾壱ケ年弐千
札六匁程ツ、生

生蟷座・銀会所
候利倍勘定之見

注「銀会所・生颯座一連生財主向凡積書上帳」より作成

金 額 内 訳

銀札L546貫560目

1金 8,000両

内 4,320両

1,500両

残金 2,180両

1金 1,800両

1金 1,920両程

合金 6,000両程

日
田
商
人
広
願
久
兵
衛
が
委
任
を
う
け
、
生
蠣
会
所
の
経
営
を
す
る
と
い
う
形
態
で
あ
る
限
り
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
生
螺
会
所
の

遮
営
が
藩
権
力
に
よ
る
生
蠍
業
者
・
碑
屈
民
・
蛾
屋
の
統
制
が
な
い
限
り
円
滑
に
ゆ
か
な
い
の
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
た
め
に
は
藩

の
統
制
力
の
強
さ
、
つ
ま
り
藩
権
力
の
強
固
さ
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
蟻
会
所
の
連
営
は
、
従
事
す
る
商
人
・
役
人
の
商

オ
な
ど
を
別
と
す
れ
ば
、
藩
の
統
制
力
の
在
り
方
に
左
右
さ
れ
る
面
が
大
き
い
。
こ
れ
は
蟻
間
屋
•
生
蠍
業
者
・
農
民
と
の
矛
用
を
深
め

る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
矛
盾
は
、
流
通
独
占
を
は
か
る
場
合
に
は
避
け
が

た
い
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
生
螺
会
所
を
め
ぐ
っ
て
、
対
立
が
形
成
さ
れ
る
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る
。
そ
の
十
年
閻
の
積
立
が
八
千
両
、
こ
れ
か
ら
銀
札
引
替
用
正
金
―
―
一
千
両
の
借
入
利
息
四
千
三
百
一
一
十
両
と
銀
会
所
の
諸
入
用
や
勤
人

の
給
金
千
五
百
両
を
引
い
た
残
り
一
一
千
百
八
十
両
が
、
銀
札
発
行
に
よ
る
収
益
と
し
、
生
蟻
会
所
の
方
は
、
生
蝶
二
千
丸
を
年
々
販
売
し
、

そ
の
販
売
益
金
を
千
八
百
両
と
計
算
し
て
い
る
。
ま
た
生
蠣
会
所
・
銀
会
所
で
で
き
た
利
益
金
を
十
年
の
間
に
更
に
貸
付
に
廻
わ
し
た
と

し
て
、
利
息
が
千
九
百
二
十
両
に
な
る
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
合
金
六
千
両
の
利
益
が
十
ヶ
年
間
に
で
き
る
と
見
積
も

こ
の
見
槙
も
り
に
つ
い
て
は
、
計
上
し
て
い
る
の
と
は
別
の
支
出
と
し
て
、
札
物
仕
立
や
蝋
会
所
建
設
の
費
用
な
ど
五
百
両
が
か
か
る
と

「
人
気
折
合
、
札
物
融
通
宜
、
貸
方
滞
り
等
も
無
之
、
且
成
丈
出
精
仕
候
ハ
＼
、
十
ヶ
年
目
二
六
千
両
之
御
生

財
相
追
有
御
座
間
敷
見
込
」
と
み
て
い
る
。
つ
ま
り
「
人
気
折
合
、
札
物
融
通
、
貸
方
滞
り
等
も
無
之
、
且
成
丈
出
精
」
と
い
う
の
が
六

千
両
の
利
益
を
生
み
だ
す
た
め
の
前
捉
条
件
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
見
積
も
り
の
難
点
が
あ
る
。
銀
札
発
行
高
を
八
千
両
と
し
て
も
、
そ
の

貸
付
も
返
済
が
円
滑
に
行
な
わ
れ
、
ま
た
生
蠍
二
千
丸
の
集
荷
が
確
実
に
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
見
禎
も
り
を
実
行
に
移
し
た
と
き
に
、

色
々
と
問
四
が
出
て
く
る
一
因
が
こ
こ
に
あ
り
、
安
政
五
年
に
は
、
別
の
仕
法
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
広
瀬
久
兵
衛
が
生
蠍
会
所
の
経
営
を
引
告
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
代
官
平
田
大
江
は
、
そ
の
旨
を
田
代
領
内
に
布
達
し
た
。

実
は
、

そ
れ

そ
し
て
、
生
蛾
流
通
に
統
制
を
加
え
、
生
蠍
の
領
外
販
売
を
禁
止
し
た
。

(26) 

生
蠣
の
原
料
で
あ
る
櫨
実
の
領
外
販
売
は
、
こ
の
段
階
で
は
「
櫨
一
切
旅
出
御
差
留
と
申
儀
者
皿
之
候
間
」
と
恕
め
て
い
る
が
、

(27) 

で
も
「
旅
出
い
た
し
候
節
者
、
何
国
何
某
江
櫨
何
程
売
渡
巾
度
段
、
都
度
ミ
ミ
御
役
所
江
相
届
可
得
差
図
之
事
」
と
し
た
。
こ
れ
は
、
領
外

で
の
田
代
櫨
実
の
値
段
が
よ
く
、
領
内
に
も
そ
れ
が
影
轡
し
て
、
蝋
屋
が
檀
実
を
買
う
の
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
に
対
応
す
る
た
め

で
あ
る
。
ま
た
「
旅
出
之
分
ハ
、
壱
斤
二
付
、
買
主
ガ
壱
文
、
売
王
必
壱
文
充
為
連
上
可
差
出
之
事
」
と
運
上
銀
を
徴
収
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
上
、
櫨
実
の
生
産
量
を
把
握
す
る
た
め
に
「
御
領
内
櫨
持
巾
、
櫨
実
取
入
高
其
年
ミ
御
役
所
江
可
相
届
候
事
」
と
し
巧
。
、
櫨

こ
の
程
度
の
規
制
で
あ
っ
た
が
、
生
蝋
は
全
面
的
に
領
外
販
売
を
禁
じ
た
。

し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、

っ
て
い
る
。

対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
•
生
蠍
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）
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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蛾
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

米
殻
市
場
に
お
け
る
嘉
永
五
年
十

多
額
の
金
高
に
な
っ
て
い
る
。
大
阪

表

金

九
百
五
十
一
両
余
と
な
っ
て
お
り
、

n「

借
金
総
額
は
史
料
で
は
一
万
三
千

瀬
家
が
銀
会
所
・
生
蟻
会
所
の
経
営

を
引
き
受
け
た
時
期
の
嘉
永
五
年
十

二
月
に
お
け
る
田
代
領
の
借
銀
状
態

(30) 

を
示
す
と
表
IV
の
よ
う
で
あ
る
。

ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
広

わ
ず
、
き
わ
め
て
多
額
の
借
金
に
よ

田代領借金額（嘉永 5年12月調）

階
で
は
年
真
量
で
は
収
支
が
つ
ぐ
な

政
補
填
の
た
め
で
あ
る
が
、

こ
の
段

額 貸 付 者

金 1,312両

II 334 

750 

100 

200 

390 

755 

II 1,450 

II 1,800 

II 

” 
” 
” 
II 

日田公金

石州公金

銀会所

瓜生野銀会所

三郷大庄屋

三郷

広瀬源兵衛

日田丸屋幸右衛門

鍋屋蓮右衛門、京屋佐兵衛
京屋為右衛門

日田 麻生勲章

日•田草野忠右衛門

古賀与右衛門、古賀宇兵術

加布里東屋政右衛門

荒木繁右衛門口入

高木冨次郎口入

緒方織部□入
長崎役所心配

浜崎役所心配

300 

500 

60 

II l, 300 

II 430 

550 

II 460 

II l, 000 

II 100 

合金13,951両2歩余

注(1)「御借銀取調子隈」より作成

(2) 合金の合計は合っていない。合金11,791両と

なる。

” 
II 

／／ 

” 

一
蠍
荷
旅
出
堅
御
停
止
候
、
芳
抜
荷
い
た
し
候
二
お
ゐ
て
ハ
、
其
荷
御
取
揚
之
上
、
曲
事
二
可
被
仰
付
候
事
、

附
リ
、
旅
ぷ
付
通
り
侯
蠍
荷
者
出
所
方
之
送
書
相
改
、
紛
敷
儀
無
之
様
印
銭
方
ふ
相
改
、
相
当
之
通
印
銭
受
取
之
儀
不
苦
候
、
尤

印
銭
之
栢
メ
是
迄
相
立
居
不
申
候
ハ
＼
、
一
駄
二
付
何
程
と
申
儀
相
定
、
我
M
迄
伺
出
可
申
旨
、
印
銭
方
江
可
被
相
達
候
、

(29) 

と
、
生
蠍
を
年
二
千
丸
確
保
す
る
の
が
見
積
も
り
の
利
益
を
出
す
要
件
で
あ
っ
た
の
で
、
生
蜆
の
栢
外
販
売
は
き
び
し
く
禁
止
し
た
。

こ
う
し
て
、
生
熾
会
所
・
銀
会
所
の
経
営
は
一
手
に
広
瀬
久
兵
衛
・
同
源
兵
衛
が
引
ぎ
受
け
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
た
め
、
田
代
代
官
所

は
櫨
実
、
生
蝋
の
統
制
を
よ
り
強
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
対
馬
藩
が
田
代
領
の
生
蠍
会
所
・
銀
会
所
の
経
営
を
広
瀬
家
に
委
任
し
、
多
額
の
益
金
を
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
財
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(31) 

月
の
筑
前
米
の
相
場
を
一
石
八
十
九
匁
と
し
、
ま
た
金
銀
相
場
を
金
一
両
に
つ
苔
銀
六
十
三
匁
換
で
あ
る
と
し
た
場
合
、
田
代
領
の
物
成

(32) 

米
は
嘉
永
三
年
で
七
千
九
白
五
十
九
石
で
あ
る
の
で
、
ほ
ぼ
八
千
石
と
す
る
と
、
物
成
米
代
金
は
一
万
一
千
二
百
五
十
四
両
余
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
寮
永
五
年
十
二
月
の
「
借
金
取
調
子
帳
」
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
金
額
は
、
大
体
田
代
領
一
年
分
の
物
成
米
の
代
金
に
相
当
す

入
れ
は
少
な
い
が
、

る
。
財
政
的
に
は
極
度
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
の
が
う
か
が
え
る
。

借
り
入
れ
さ
ぎ
を
み
る
と
、
日
田
商
人
よ
り
の
借
り
入
れ
が
多
く
、
日
田
商
人
と
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
、
全
体
の
一
1

一
割
に

お
よ
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
日
田
公
金
を
含
め
る
と
四
割
に
達
す
る
。
日
田
と
の
関
係
が
広
瀬
久
兵
衛
・
同
源
兵
衛
と
の
つ
な
が
り
か
ら
深

い
の
が
う
か
が
え
る
。
田
代
銀
会
所
か
ら
は
七
百
丘
十
両
が
借
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
額
と
し
て
は
左
程
多
く
な
い
。
在
郷
か
ら
の
借
り

そ
れ
は
、
献
金
に
よ
っ
て
扶
持
人
資
格
を
与
え
る
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め
と
み
な
さ
れ
る
。
借
金
額
が
、
こ
の

よ
う
に
多
い
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
財
政
は
物
成
収
入
で
つ
ぐ
な
う
こ
と
が
到
底
で
恙
な
い
段
階
に
あ
る
。

増
加
を
は
か
る
各
種
の
政
策
を
お
こ
な
い
、
そ
の
重
要
な
一
っ
と
し
て
、
生
蠍
会
所
を
設
置
し
た
と
い
え
よ
う
。

広
瀬
久
兵
衛
。
同
源
兵
術
の
生
蝋
会
所
引
き
受
け
が
碗
定
し
、
そ
れ
を
田
代
頷
内
に
布
達
し
た
達
書
に
、

（

而

脱

力

）

（

＜

力

）

御
国
許
御
勝
手
向
御
行
支
二
付
者
、
追
ミ
妥
元
江
茂
御
調
金
方
御
申
越
相
成
、
間
近
ク
大
金
之
御
用
を
も
被
仰
付
候
、
末
な
が
ら
此
先

御
取
凌
之
道
永
世
之
御
伽
立
御
評
儀
之
品
被
為
在
、
格
別
之
御
要
用
之
廉
ミ
御
取
遣
被
成
候
二
付
、
御
領
内
之
産
物
を
以
七
八
ヶ
年
之

間
二
数
千
両
金
之
御
備
相
立
候
様
、
主
向
筋
取
調
可
申
越
旨
（
後
略
）

(33) 

と
、
財
政
が
行
き
づ
ま
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
領
内
の
産
物
を
も
っ
て
、
七
八
年
の
内
二
数
千
金
の
備
立
が
で
き
る
よ
う
に
仕
組
を
た
て

し
て
い
な
い
。

生
蝋
・
銀
会
所
の
経
営
を
広
瀬
久
兵
衛
・
同
源
兵
衛
は
一
手
に
引
き
受
け
た
が
、
そ
の
経
営
は
見
積
書
の
よ
う
に
は
、
必
ず
し
も
進
行

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
稿
を
改
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
、
若
干
述
べ
て
お
く
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

と
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う
。

対
馬
藩
田
代
額
に
お
け
る
銀
会
所
•
生
織
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

つ
ぎ
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
こ

そ
の
た
め
に
、
収
入

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
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対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
螺
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

永
六
年
の
一
一
月
に
は
、

ま
ず
生
蠍
会
所
・
銀
会
所
の
一
手
引
き
受
け
経
営
は
十
ヶ
年
間
の
仕
組
と
し
て
行
な
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
対
馬
藩
側
が
、
十
年
後

に
六
千
両
を
え
る
と
い
う
の
で
は
、
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
財
政
の
補
填
に
間
に
合
わ
な
い
と
し
て
、
早
く
も
仕
法
実
施
の
翌
年
つ
ま
り
嘉

「
仕
組
年
縮
」
を
提
起
し
て
い
る
。
こ
れ
は
十
ヶ
年
計
画
の
も
の
を
二
期
に
分
け
、
五
年
づ
つ
の
仕
糾
と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
五
年
後
に
―
―
一
千
両
の
利
益
を
滞
が
収
得
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

安
政
二
年
に
は
、
銀
会
所
勤
人
の
銀
札
不
正
貸
付
か
明
る
み
に
出
て
、
当
初
の
見
積
も
り
通
り
進
行
し
て
い
な
か
っ
た
会
所
経
営
に
一

屑
混
乱
を
も
た
ら
し
、
広
瀬
久
兵
衛
は
手
を
引
く
の
を
放
怠
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
対
馬
藩
は
、
安
政
五
年
に
「
借
財
払
潰
仕
法
」
を
た
て
、
安
政
六
年
に
、
そ
の
た
め
の
ニ
エ
法
方
役
所
」
を
設

け
る
。
そ
し
て
、
農
民
•
生
蛾
業
者
に
対
す
る
産
物
統
制
を
一
層
強
化
す
る
。
こ
れ
は
強
い
反
対
を
う
け
、
万
延
元
年
に
領
民
は
弛
訴
に

た
ち
あ
か
る
。
そ
の
結
果
、
万
延
二
年
に
は
田
代
領
の
領
政
改
革
が
行
な
わ
れ
、
領
民
の
要
求
が
ほ
ほ
実
現
す
る
。
こ
の
段
階
以
降
、
田

代
代
官
所
内
で
代
官
・
手
代
相
互
に
お
け
る
政
争
が
激
し
く
な
り
、
端
末
の
激
動
に
ま
苔
こ
ま
て
ゆ
く
。
文
久
元
年
に
対
馬
に
ロ
シ
ャ
船

が
侵
島
し
た
折
に
は
、
田
代
領
か
ら
も
三
百
十
六
人
が
対
馬
に
渡
り
、
ロ
シ
ヤ
船
に
対
応
す
る
。

田
代
領
の
嘉
永
五
年
以
降
の
状
況
は
、
領
内
の
侃
直
し
騒
動
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
代
官
・
手
代
・
日
田
特
権
商
人
・
富
殷
・
富
商
と

農
民
と
の
矛
盾
を
基
既
と
し
な
が
ら
、
民
族
的
矛
盾
へ
の
直
接
的
対
応
を
も
含
め
て
複
雑
な
政
治
的
激
動
が
展
開
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、

(34) 

幕
末
・
維
新
期
の
動
乱
を
象
徴
す
る
諸
問
題
が
発
生
し
た
て
い
る
C

註
①
「
去
ル
酉
年
（
嘉
永
一
一
年
・
・
・
筆
者
註
）
御
勘
定
役
御
同
様
御
越
之
硼
租
被
仰
問
置
候
生
螺
仕
組
之
儀
、
銀
会
所
江
引
受
御
益
筋
御
世
話
仕
候
様
御
頼

談
有
之
」
（
「
御
内
談
口
上
覚
」
こ
れ
は
「
生
蠍
座
銀
会
所
御
（
以
下
不
明
）
」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
以
下
所
蔵
者
を
明
記
し
て
い
な
い
資
料
は
こ

れ
に
所
収
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
）

⑨
「
内

u
申
上
候
口
上
之
覚
」

③
「
子
閲
一
一
月
一
一
日
田
代
銀
会
所
二
而
源
兵
衛
請
取
、
宿
元
江
送
ル
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
著
状

い
国
「
内
談
口
上
覚
」
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（
「
銀
会
所
之
儀
二
付
、
奉
歎
願
候
口

K
覚
」
）

⑲
！
⑲
「
御
内
談
口
上
覚
」

⑯
「
口
上
手
控
」

⑱
「
此
元
二
お
い
て
銀
会
所
生
蝠
座
一
連
之
主
向
・
・
・
」

仰
⑱
「
広
瀬
源
兵
衛
家
筋
二
付
、
先
年
か
追
M

御
沙
汰
廉
M

左
之
通
」
広
瀬
文
書

⑳
「
御
内
談
覚
書
」
⑳
図
「
急
飛
船
ヲ
以
啓
上
仕
候
：
．
」

⑳
「
口
達
」
嘉
永
五
年
九
月
十
四
日

⑳
5

「
御
内
談
書
」

⑳
i
⑳
「
御
主
向
御
仕
組
二
付
ケ
条
覚
書
」

図
安
政
五
年
の
「
御
借
銀
取
調
帳
」
に
は
、
田
代
領
の
借
銀
総
額
は
金
三
万
六
千
五
百
三
十
八
両
余
と
な
っ
て
お
り
、
表
IV
の
総
額
と
可
成
の
差
が
み

ら
れ
る
。
表
IV
が
嘉
永
五
年
の
段
階
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
安
政
四
年
と
の
総
額
の
差
は
余
り
に
も
大
き
い
。
嘉
永
五
年
の
調
べ
に
は
一
部
も

れ
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
応
資
料
の
ま
ま
表
示
し
た
。

対
焉
藩
田
代
額
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蛾
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

佃
「
新
対
馬
島
誌
」
四
八
六
頁

広広

瀬瀬

久
兵
衛

源
兵
衛
」

側
「
前
文
之
通
、
何
分
御
世
話
行
届
兼
候
二
付
、
再
三
御
断
申
上
候
得
共
、
此
節
が
組
立
拾
ケ
年
目
御
益
金
六
千
両
出
来
候
得
は
格
別
之
御
用
弁
相
成

丹
誠
之
規
模
永
く
相
顕
候
次
第
精
細
二
仰
聞
、
是
非
共
出
精
仕
侯
様
無
余
儀
御
頼
談
被
下
」
（
「
御
内
談
口
上
覚
」
）

m⑧
「
御
内
談
口
上
覚
」

切
「
金
千
八
百
四
拾
両
余

但
右
は
次
郎
兵
衛
一
己
之
取
計
を
以
、
安
政
二
仰
年
以
来
、
会
所
が
面
貸
之
帳
合
致
し
有
之
、
其
外
同
三
辰
年
会
所
酒
札
土
蔵
江
囲
置
候
内
、

自
儘
二
遣
出
、
惣
合
銀
札
弐
百
八
拾
壱
貫
三
拾
三
匁
高
二
も
相
成
居
候
内
、
此
高
会
所
よ
り
取
替
置
、
今
以
其
儘
打
追
二
相
成
居
候
分
」

（
「
弘
化
元
辰
年
荒
木
吉
次
方
札
物
不
約
二
付
、
銀
会
所
引
請
候
硼
之
金
子
出
入
」
広
瀬
文
書
）

⑩
「
是
迄
十
四
ケ
年
之
間
、
前
文
之
通
、
心
力
を
尽
致
世
話
候
間
、
此
節
は
私
方
成
行
相
察
（
中
略
）
、
荒
木
親
類
巾
へ
請
戻
出
精
仕
候
様
被
仰
付
被

下
侯
様
奉
願
候
、
左
侯
八
‘
、
私
方
ふ
も
行
届
候
尤
之
儀
は
差
働
、
御
主
向
筋
茂
成
立
侯
様
出
精
可
仕
候
間
、
此
段
幾
軍
二
茂
御
許
容
被
成
下
候
様

奉
願
候
、
依
之
乍
恐
口
上
粛
を
以
奉
申
上
候
、
以
上

巳
十
一
月
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対
馬
滞
田
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
颯
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

六

む

す

び

別
宮
本
又
次
編
「
近
世
大
阪
の
物
価
と
利
子
」
七
七
頁
、
一
三
二
頁

図
「
嘉
永
三
年
御
物
成
帳
・
小
物
成
帳
」
万
松
院
文
庫
蔵

図
「
田
代
御
領
中
迄
占
写
」

⑳
田
代
領
に
お
け
る
幕
末
期
の
政
争
に
つ
い
て
は
、
長
忠
生
著
「
幕
末
田
代
領
政
争
の
研
究
ー
仙
八
さ
ん
騒
動
の
順
末
ー
」

第
二
巣
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
「
鳥
栖
市
史
研
究
編
」

以
上
、
対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
経
済
政
策
を
、
銀
会
所
・
生
蝙
会
所
を
中
心
と
し
な
が
ら
み
て
き
た
。
天
明
期
以
降
の
田
代
領
御
用

逹
問
題
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
化
政
期
段
階
ま
で
は
、
御
用
金
賦
課
や
貸
付
金
に
よ
る
利
息
強
要
な
ど
用
達
に
対
す
る
金
融
依
存

が
つ
よ
か
っ
た
。
ま
だ
こ
の
時
期
に
は
特
産
物
販
売
を
主
体
と
す
る
政
策
体
系
は
主
流
と
な
っ
て
い
な
い
。
文
政
九
年
の
皿
山
仕
法
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
特
産
物
生
産
の
振
興
が
つ
よ
く
求
め
ら
れ
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
藩
財
政
を
補
填
す
る
ま

で
に
は
特
産
物
生
産
が
広
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
財
政
補
填
の
政
策
体
系
は
信
用
通
貨
の
発
行
に
よ
る
価
値
収
奪
に
依

存
す
る
度
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
藩
札
の
発
行
に
主
点
が
お
か
れ
る
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
信
用
通
貨
の
増
発
も
限
界
が
あ

り
、
正
貨
に
裏
付
け
ら
れ
な
い
通
貨
呈
の
増
加
は
物
価
を
謄
貴
さ
せ
、
ひ
い
て
は
信
用
通
貨
の
流
通
に
も
支
障
が
で
き
、
取
付
が
高
ま
る
。

天
保
十
五
年
に
お
け
る
田
代
札
の
取
付
け
は
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
行
き
づ
ま
っ
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ

た
の
が
日
田
商
人
で
あ
っ
た
。
需
府
代
官
所
頷
の
権
威
と
資
金
力
に
よ
っ
て
、
日
田
商
人
は
、
藩
経
済
の
基
軸
に
関
与
し
、
そ
の
経
済
活

動
の
基
盤
を
拡
大
す
る
Q

銀
会
所
経
営
の
引
き
受
け
は
、
貨
付
資
本
と
し
て
の
機
能
を
広
め
る
た
め
で
あ
り
、
銀
札
の
諸
方
面
に
わ
た
る
貸

付
に
よ
っ
て
多
く
の
利
子
を
収
得
す
る
。
藩
は
献
金
ゃ
錠
付
金
を
日
田
商
人
か
ら
う
け
て
、
財
政
収
入
の
増
加
を
は
か
っ
て
い
た
。
藩
領

域
経
済
基
軸
の
一
っ
で
あ
る
銀
会
所
経
営
を
日
田
商
人
に
依
存
す
る
と
い
う
の
は
、
強
力
な
権
力
機
構
が
な
く
、
ま
た
資
力
に
富
む
商
人
も
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対
馬
藩
旧
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
蠍
会
所
と
日
田
商
人
（
長
野
）

近
世
日
田
と
そ
の
周
辺
地
域
の
総
合
的
研
究

代

表

者

杉

本

煎

い
な
か
っ
た
所
領
体
制
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
領
域
が
日
田
商
人
の
収
奪
の
対
象
に
な
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
。

嘉
永
期
に
は
生
蠍
会
所
を
設
け
る
政
策
が
つ
よ
く
す
す
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
田
代
領
に
お
け
る
経
済
政
策
が
新
し
い
段
階
に
な
っ
た

の
を
示
し
、
藩
財
政
補
填
の
様
式
が
よ
り
積
極
的
な
流
通
政
策
へ
と
展
開
し
て
送
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
で
に
天
保
期
に
は
、
多
く
の

藩
で
こ
の
よ
う
な
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
、
田
代
領
の
場
合
、
必
ず
し
も
早
い
方
で
は
な
い
。
産
物
会
所
方
式
の
経
営
は
藩
札
に
よ

る
産
物
の
購
入
と
産
物
の
領
外
販
売
に
よ
っ
て
正
貨
を
獲
得
す
る
こ
と
が
主
体
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
が
効
率
的
と
な
る
に
は
、
落
札
の
信

用
度
が
高
く
産
物
鼠
が
豊
富
で
あ
る
の
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
産
物
会
所
設
立
が
現
実
化
す
る
の
は
、
銀
札
の
流
通
が
円
滑

に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
．
。
日
田
商
人
広
源
久
兵
衛
に
よ
っ
て
、
銀
札
の
信
用
が
高
ま
り
広
く
流
通
し
た
嘉
永
一
一
年
に
、
生
蠣
会
所
の
設
立

が
計
画
さ
れ
た
の
も
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
{
う
o

田
代
領
に
お
け
る
生
螺
会
所
に
つ
い
て
、
広
瀕
久
兵
衛
は
経
営
引
き
受
け
の
条
件
と
し
て
、
領
内
の
経
済
統
制
を
あ
げ
て
い
た
。
こ
れ

は
領
内
の
矛
盾
を
深
め
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
生
蟻
会
所
の
経
営
を
破
綻
さ
す
要
因
で
あ
る
。
そ
れ
は
安
政
期
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ー
一
九
七

0・

1
1
1
•五
ー

木
特
集
号
掲
載
の
日
野
尚
志
氏
、
川
添
昭
二
氏
、
藤
野
保
氏
、
木
村
忠
夫
氏
、
長
野
湿
氏
に
よ
る
論
文
は
何
れ
も
昭
和
4
3
.
4
4
年
度
文
部
省

科
学
研
究
費
総
合
研
究
囚
「
近
世
日
田
と
そ
の
周
辺
地
域
の
総
合
的
研
究
」
（
代
表
者
杉
本
勲
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
最
後
に
掲
載
し

た
論
文
の
執
筆
者
安
藤
保
氏
は
総
合
研
究
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
が
、
総
合
研
究
発
足
以
来
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
い
わ
ば
準
メ
ン
ペ
ー
で

あ
る
。
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